
【別紙様式 7】  
＊課題番号  共08・001  

注：課題番号を記入してください。  

平成20年度 学術研究助成金実績報告書  

平成 21年 4 月 24 日  
日 本 大 学 総 長  殿  

氏   名 曽根＋康雄 

所属・資格  経済学部・准教授  

下記のとおり報告いたします。  

注：該当する種目を○で囲んでください。  1 種 目  一般研究（個人研究）／  一般研究（共同研究）  ／総合研究   

2 研究課題   

日本企業による国際化とサービス産業の役割：中国への進出のケース  

3 研究の目的  

ビジネス・サービス分野におけるグローバル・アウトソーシングは主にIT関連分野サービスの国際化に伴っ  

て，国内・国外ともに急速な進展をみせているが，ビジネス・サービス産業のグローバル・アウトソーシング  

に関する実証研究を行うために必要な公式統計が整備されていないことから，先行研究はほとんど存在しな  

い状況である。本研究ではソフトウェア開発等を含んだビジネス・サービス産業を対象に，国際車業ネット  

ワークはどの分野，どの地域で形成が進んでいるのか，技術のスピルオーバー効果はあるのか，という点に  

焦点を当てて分析を行う。同時に，今後のグローバル・アウトソーシングが，生産性が低いとされている日  

本のビジネス・サービス産業にどのようなインパクトを与えるのかを分析する。なお，サービス部門を含め  

た国際事業ネットワークの構築が製造業の輸出活動や生産性に与える効果についての理論的な研究が実施さ  

れており，本研究は，これらの理論を日本企業による中国進出に関して実証的に分析するものである。  

4 研究の概要  

本研究は，日本企業のサービス産業分野におけるアジア展開に関して，製造業の国際事業ネットワークを構  

築していく上で重要な役割を果たすことが期待されるロジステイク産業，ソフトウェア産業等情報サービス  

業のIT関連産業を中心に，中国への進出に焦点を当てて分析を実施する。  

本研究ではまず，中国のサービス産業の外資への開放の度合いを整理する。現時点で，サービス産業のうち  

外資に開放されている業種，および各業種について進出に際しての規制や条件などの最新情報を入手し，サ  

ービス産業で外資に可能なビジネスの範囲を確認する。そして，日本および主要先進国の企業による進出状  

況をマクロ的に僻撤し，日本企業のサービス分野における中国進出の特徴や傾向を明らかにする。次に，ソ  

フトウェア産業の一般的現状と中国におけるソフトウェア産業の概要の把握に努める。とくに同産業におけ  

る海外帰国者の役割に焦点を当てた最新情報の入手および整理を行う。さらに，中国に進出した日本の製造  

業企業にとってのロジスティックの新たな役割と今後の課題について考察する。  

5 研究組織（共同研究・総合研究のみ該当します）  

・研究代表者  

曽根康雄（中国のサービス産業における対外開放の現況，日本企業の中国進出に関する事例研究）   

・研究分担者（役割分担）  

乾 友彦（日本企業の中国進出に関する実証分析，生産性の影響）  

大場允晶（日本企業のサプライチェーンマネジメントの研究）  

否） いずれかを0で囲んでください。否の場合は，理由書を添付して下さい。   ※ホームページ等での公開の  



［実績報告書7－2］  

氏名： 曽根康雄  部科校名：経済学部  

6 研究の結果（総合研究の研究代表者は，4，000字以上記入してください。）   

乾は，曽根，大場と協力して，統計が未整備であるグローバル・アウトソーシングの実態を把握す  
るために，中国の山東大学，東北財経大学との共同研究プロジェクトを企画し，山東省済南市お  
よび遼寧省大連市に位置するソフトウェアおよびビジネス・プロセス・アウトソーシング先企業  

に対して訪問形式によるインタビュー調査の設計，実施計画を作成し，現地でのインタビュー調  
査を開始した。なお，このインタビュー調査は，大規模調査（済南市100社，大連市150杜）であ  
るため，乾が関与している他のプロジェクト（日本大学学術研究助成金（総合研究）；研究課題「  
アジアにおける経済のグローバル化と経済成長」，日本学術振興会科学研究費補助金基盤研究（A）；研  

究課題「「グローバル・アウトソーシング」と経済システムのダイナミクス」）との有機的な関連を持たせた  

上で当該研究プロジェクトを遂行している。中国企業へのインタビュー調査の結果得られたデータを使用し  

て，さらに研究を進める予定である。   

乾は，上記に加えて他の様々な関連プロジェクトを通じて，広い意味でのアウトソーシングで  
あるグローバル化の実態に関する統計的な把握の状況（乾（2008），「グローバル化の進展とデータ整  

備の問題点」『統計改革への提言－「専門知と経験知の共有化」を目指して－』（総合研究開発機構研究報告  

書）），サービス産業のグローバル化の状況（乾・横井（2008），「サービス産業の国際化にむけて」『生  

産性白書（2008年版）（（財）社会経済生産性本部）』））についてサーベイ論文を執筆した。   

また，乾は経済産業省による企業活動基本調査，工業調査等のミクロデータを使用した一連の  
研究を通じて，日本経済のグローバル化が日本企業の生産性，雇用，退出行動にどのような影響  
を与えたかを明らかにした（乾・川上，宮川（2008）’’Do Competitive Markets Stimulate  
Innovation？‥An EmpiricalAnalysis Based onJapanese Manufacturing”（RIETII）iscussion  
Paper，08－E－012），Inui，MatsuuraandEdamura（2008，”ImportCompetitionfromLow－WageCountry，  
Manufacturing Plant，EconoTnic Geography，’’学会発表），Inui，Matsuura，Urata and Edamura  
（2009，”TheImpacts ofImport Expansion on ProductivityinJapanese ManufacturingIndustry’’学  
会発表））。また，Inui，Matsuura and Poncet（2008，”The Location ofJapanese MNC Affiliates：  
Agglomeration，Spillovers and Firm Heterogeneity，’’ cEPIIWorking Paper2008T24）では，日本企業  
のアウトソーシング先の決定要因を分析した。   
一方，大場，曽根は，中国におけるサービス業アウトソーシング企業の事例研究のために，3月に北京お  

よび済南で現地調査を行った。北京では，主に日本向けにソフトウェア開発のアウトソーシングを行ってい  

る中国企業および日系流通業の現地法人にヒアリングを行った。また，済南では，市政府が設立したソフト  

ウェア・パークを訪問し，ソフトウェア開発のアウトソーシングを行っている中国企業および大手日系企業  

の現地法人にヒアリングを行った。同時に，北京，済南において，中国のサービス其のアウトソーシングの  

発展状況に関する資料を収集した。   

上記のインタビュー調査および事例研究を踏まえ，曽根は中国の側から見たサービス業のアウトソーシン  

グの状況について分析を進めている。中国の国家経済発展戦略におけるサービス業のアウトソーシングの位  

置付け，ソフトウェア開発のアウトソーシングの現状・課題・展望について考察し，とくに日本向けソフト  

ウェア開発アウトソーシング企業の人材開発状況に焦点を当て，その特異性と課題を分析し，日本経済・日  

本企業への示唆をまとめる予定である。   

大場は日本の中国進出企業の役割，特に商社における商品開発と商品供給における機能について，実態調  

査をベースに考察する。さらに中国におけるロジステクスの課題を整理する。また，中国のオフショア開発  

において，ネットワークを介したコラボレート開発の生産性向上に影響を与える開発標準の整備や開発方式  

の進展についてまとめる予定である。   



【別紙様式 7】  
共08－002  ＊課題番号  

注：課題番号を記入してください。  

平成20年度 学術研究助成金実績報告書  

平成 21年 3 月 31 日  
日 本 大 学 総 長  殿   

ニ 三ニ  
＿  

氏  名  宮 崎  

所属・資格  映画学科  教 授  

下記のとおり報告いたします。  

注：該当する種目を○で囲んでください。  1 種 目  一般研究（個人研究）  ／総合研究   

2 研究課題  

談話収録による個人を対象とした映画史、映像史の資料収集  

3 研究の目的  

本研究は、日本映画の歴史的重要性を踏まえ、映画の制作現場を支えてきたスタッフ、俳優、映画関連企  
業などの人々にその専門分野からその時代の日本映画の状況、社会背景などを証言してもらい、これまであ  
まり知られることの無かった日本映画の隠された歴史を談話収録により記録、保存するものである。  

4 研究の概要  

今期は、日本の特撮、ビジュアルエフェクトを牽引して来た日本エフェクトセンター代表取締役社長  
小野寺 浩  氏、そして岩波映画製作所において、岩波作品（日本万博から教育、産業、科学、  

記録映画やTV番組など）の企画に携わってこられた 吉原 純平 氏より談話収録を行った。  

5 研究組織（共同研究・総合研究のみ該当します）  

・研究代表者  

宮崎 正弘  

・研究分担者（役割分担）  

高野 徹  教 授  映画技術（史）  上倉 泉  準教授  映画技術（史）  

増田 治宏 助 教  映画技術（史）  授
授
授
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日本映画史  

映画作品（史）  

映画技術（史）  

映画演出（史）  

映画演出（史）  

映画技術（史）  

映画演出（史）  

・否） いずれかを○で囲んでください。否の場合は，理由書を添付して下さい。   ※ホームページ等での公開の（  



［実績報告書7－2〕  

氏名： 宮崎 正弘  部科校名：芸術学部  

6 研究の結果（総合研究の研究代表者は，4，000字以上記入してください。）  

日本の特撮、ビジュアルエフェクトを牽引して来た日本エフェクトセンター 代表取締役社長  
小野寺 浩 氏、そして岩波映画製作所において、岩波作品（日本万博から教育、産業、科学、  
記録映画やTV番組など）の企画に携わってこられた 吉原 純平 氏よりお話を伺い、とても  
興味深い貴重なお話を収録することができた。  

′ト野寺氏が、社長を務める日本エフェクトセンターは日本を代表するデジタルエフェクトの先端  
企業であり映画やテレビの視覚効果の制作会社である。その歴史は古く、オプチカル合成の時代か  
ら日本の特撮及び映画業界を支えてきた。数多くの特撮作品を手掛けていて、特に平成ゴジラの  
吐く放射熱戦、平成ガメラの火球、平成ウルトラマンの光線などのエフェクトで有名である。  

小野寺氏は東宝の特撮部の出身で、日本の特撮の第一人者である円谷英二氏のもと円谷組で特撮  
技術を学んだ。最高峰のアナログ技術を体験と共に学び、その技術を持って、初期の日本エフェク  
トセンターに入社、CMなどの作品をはじめ多くの映画作品の視覚効果を手掛けてきた。  
興味深かったお話の一つに、父親から仕込まれたことであるそうだが、「金槌をもってこい」と  
いわれたら釘も一緒にもっていく、更にできることならば何を打つのか考え、釘の種類も考えて  
持って行く、という話があった。この事は、映画の仕事をする上で、とても役に立ったし、デジタ  
ルで仕事をするようになっても全く同じで、見て考えて仕事をすることが技術の習得には欠かせ  
ないことをお話しいただいた。  

吉原氏からは現在では無くなってしまった岩波映画製作所の事、短編映画業界の事について、と  
ても貴重なお話を伺うことができた。短編映画業界の制作から出発して、現代の一群の映像メディ  
ア産業が成立していることについて、詳しいお話を聞くことができた。現在、映画というと劇場で  

公開される興行映画のことを指すことが多いが、お金をとって興行で儲けるのではないかたちの  
短編映画というものがあった。基本的に短編映画は、生まれる動機が多様であり、見せ方もお金の  
回収の仕方も違うので、一本一本マーケットを設計して企画されていた。岩波映画では、万博など  
の展示映像の作品なども制作した、その企画をするには内容も大事だが、制作システムから上映シ  
ステムまで含めた企画を立てる必要があったことなども、興味深いお話であった。  

そして、岩波映画が岩波映画学校と言われたことについての話の中で吉原氏は、様々な短編映画を  
創るために、映像の教育では、翻訳者としての教育がある意味必要であると言っておられる。劇映  
画にはそんものいらないと、言う方もいるが、文化人類学や科学哲学とか、そういうものをちやん  
と教えて、映像で表現する翻訳者としての自分を持った方が、すくなくとも多少謙虚になれる。と、  
いうようなお話は、いまだ確立されていない映像教育の現場において、とても参考になるご意見で  

あった。   



【別紙様式 7ヨ  
、・＝・：‥－ ∴  ‥一 t二‡一－ ∴二，  

注：課題番号を記入してください。  

平成20年度 学術研究助成金実績報告書  

平成 21年 3月  9日  

日 本 大 学 総 長  殿  

州
掛
 
㍑
鞍
 
 

氏  名  

所属。資格  芸術学部。美術学科。准教授  

下記のとおり報告いたします。  

注：該当する種目を○で囲んでください。  1 種 目  一般研究（個人研究）／  同研究）／総合研究   

2 研究課題   

里山で考えるアート  

地域に眠る文化。芸能。風景から生まれるアートの可能性と地域活性化の試み  

3 研究の目的  
○過疎化地域に眠る文化。芸能・風景（自然）から生まれるアートの可能性の開拓：さまざまな分野から解   

釈・資料を持ち寄り観察・批評。歴史。創造の連携を進める。  
○自然環境における美術。映像作品の開拓：自然のみならず地域に眠る文化。芸能・風習などからも地域の   

再認識をする  

○地域再生の可能性を探る。本格的な地域との共存の模索  

4 研究の概要  
越後妻有地域、現在の新潟県十日町市を中心にして、現地の人々や芸術祭実行委員と協力し、アートによる  
地域再生のプロジェクトを推進している。2006年に行われた大地の芸術祭に出品した「脱皮する家」とその  

関連する研究は区切りを迎えたが、2009年の大地の芸術祭に向けての新たな可能性を模索し、研究課題とす  
る。日本の都市化に伴い、もっとも切り捨てられた地域で行われる本研究は、今後の日本の未来の可能性を  
探るといっても過言ではない。3年に一度の芸術祭が行われ、少しずつ活気や自信は取り戻されつつあるが、  
この地域での一番大事なことは継続化である。世界一の豪雪地帯で、山間部で農業の効率が悪い。このよう  
な効率の悪さが美術をはじめ現在のアートにも必要な気がしている。この地域から生まれるアートの可能性  

はまだまだ残されているはずで、あえてこうした里山で考え、教わることで生まれる可能性を模索し、地域  
活性化とアートの未来へのビジョンとして提示できると考えている。  

5 研究組織（共同研究・総合研究のみ該当します）  

。研究代表者  

鞍掛 純一  

・研究分担者（役割分担）  

高橋 幸次 （調査。資料収集。記録）  

大槻 孝之 （制作・現地指導）  

上田 索  （調査。資料収集。記録）  

奥野 邦利 （調査。資料収集・映像記録）  

否） いずれかを○で囲んでください。否の場合は，理由書を添付して下さい。   ※ホームページ等での公開の  



［実績報告書7－2〕  

氏名：鞍掛 純一  部科校名：芸術学部  

6 研究の結果（総合研究の研究代表者は，4，000字以上記入してください。）   

2006年大地の芸術祭に引き続き、2009年も芸術祭に参加する事が正式に決まり、「脱皮する家」との  
関係、地域との関係の継続化のために裏手の家を作品化する事が決定した。この地域には数多くの空家  
が生まれており、アートの発信基地の確保ができたことになる。今回はその作品制作の準備及び発信内  
容を検討し実際にどのように運営していくかを考えた。   

○過疎化地域に眠る文化。芸能。風景（自然）から生まれるアートの可能性の開拓：さまざまな分   

野から解釈・資料を持ち寄り観察。批評。歴史。創造の連携を進める。   

この地域で行われている文化保存に関しては盆踊りの保存と棚田の保存が挙げられる。棚田に関して  
はその景観を保つ、つまり稲作そのものが保存になっている。まれに見る棚田の景観のため多くのアマ  
チュアカメラマンが訪れるが、マナーの問題等あまり地域にとって喜ばれることにはならないようであ  

る。その棚田と脱皮する家の看板作り、マナーの呼びかけポスターなどにより、夜中の騒音に関しては  
多少軽減しているようであるが、まだまだ足りないようである。外からの来訪者に関してはあまり積極  
的な交流を持たない地域であるのだが、自然と集まる来訪者を交流人口に結びつけるには、この地域の  
成り立ちをもっと知っていただき、この地域の農産物、特にお米を食べていただくことにより思いを深  
めてもらうことにした。そこでこの地域のお米を売りだすためのパッケージっくりを提案したところ、  
地域としてもお願いしたいということでデザインを公募する運びとなった。（デザインはデザイン学科  

に依頼）長年形を変えながら研究してきた成果がようやく形になり始めたといえよう。   

盆踊りに関しても、日舞コース会の協力を得て、彫刻コースと合同で盆踊りの保存と新しい形を模索  
しながら、地域の方とそこに帰省する方、その時期に集まる観光客も含め年々、参加人数の増加を手伝  
っている。これらの行為は形を変えながらも継承されること、つまり継続する事そのものが保存になっ  
ていくように思われる。参加するだけではなく、提案しながらその地域に溶け込んでいく行為は文化・  

芸能・踊りからくるもので本来の形であるように思われる。今後は保存会との浴衣制作も視野に入れて  
おり、交流を続けていくモチベーションを確実に積み重ねている。映像とのコラボレーションも多くの  
試行錯誤により、今後の発表をするための材料を蓄えることができ、合わせて発信基地である作品の制  
作過程の映像記録も行うことができた。   

文化や風習においては少しまだ時間が足りないようで、本格的にまとめるまでには至っていないが、  

この地域ならではの風景などを利用した句会などを催す準備を行うことができた。これもただ単に句を  
詠んだりするだけでは、コラボレーションが生まれたわけではないので、盆踊りの歌の一部に用いるこ  

とを行った。これらは盆踊りという、枠組みの中で薄まってしまうことではあるが、甚句と呼ばれる地  
域の歌遊びに合わせた締りも継承し組み合わせることにより、地域の方と参加する側のコラボレーショ  
ンができたといえよう。   

こうした試みは他の大学からも参考にしたいという相談を多数受けている。特にすぐ近くの集落での  
活性化を手伝う「早稲田大学のじょんのびクラブ」が大学と現地で相談に来られた。また武蔵工業大学  
からも相談を受けた。今後の連携を強めたいと考えている。   

○自然環境における美術。映像作品の開拓：自然のみならず地域に眠る文化・芸能・風習などから   
も地域の再認識をする  

作品となる空家の裏手が昔の通学路であったことがわかった。30余年人が立ち入らず、道が崩れ   

ていたため、車が通れるよう整備した。これは作品となる家へのアプローチとなると同時に昔使   

われていた通学路の復活、つまり人が集まるための道を再生させたことになる。これらは作品の   

背景である歴史を再認識することができた。   



［実続報告吉7－3］  

部科校名：芸術学部  氏名：鞍掛 純一  

研究の結果（つづき）  

○地域再生の可能性を探る。本格的な地域との共存の模索   

ようやく地域との信頼関係が深まり、一方的な行動ではなく行政も含めた話し合いの下、積極的な自  

立への模索が始まった。平成21年には第15回全国棚田サミットの現地会場にも決まっており、峠の棚  

田を全国にPRする機会となっている。まずは星峠の棚田米の販売が決まり、パッケージのデザインを  

依頼された。（デザイン学科に依頼、デザイン決定）米の自動販売機などを設置し、維持経費を極力軽  

減する方向で、デザインや看板など今後とも協力をする。  

注：必要に応じて，このページをご使用ください。   



監別紙様式 7三  
＊課題番号  共08・004  

注：課題番号を記入してください。  

軍威望駿啓度 学鱗研究助成金薬績報告書  

平成  2温 卑  3 月  3温 日  
日 本 大 学 総 長  殿  

氏  名  笹落 祐子  

所属。資格  芸術学部美術学科 准教授  

下記のとおり報告いたします。  

注：該当する種目を○で囲んでください。  1 種 目  一般研究く額Å研感 ／  ／総合研究   

2 研究課題  
建築物そ大講堂）とアートのコラボレーションにおをする表現及び制作に関する研究  

3 研究の目的  記鰻。再生。連続をテーマに表現及び制繹を行う。  
① 芸術学部は、未来への飛躍のた裾こ変化している。現在新しい校舎を建設するために、最終の解体予定である大講堂  

は、山脇巌氏の設計で優れた建築物であると同時に、学生が入学・卒業の節目に必ず通過する場所であり、全学科が  
集まる場所である。解体予定である大講堂とアートと共存する最初で最後のプロジェクト、アートの発信地として未  
来へ続く新しい創作のあり方を提案する。この大講堂から誕生していった卒業生、学生たちヘメッセージを残し、ア  

ートの力で、痕跡や記憶を再生する。  

② 芸術学部の中心的校舎の大講堂。解体後は、エコアートとし再生プロジェクトにおいて作品化を目指す。プロジェク   

トの一環として、芸術学部の思いを永遠に記憶として留めておくた捌こ、大講堂のシンボルである煉瓦レリーフを再  

生し、作品化する。作品化し・たものを芸術学部内に設置する。  

③ 芸術学部の大講堂は健界に且つしか無い建造物であり、その建物を頗ったアートも澄界に五つしかない。ここから  
発信する建物と人とのコラボレーションは表現の可能性、そしてそのプロセスの新しい見せ方、伝え方、考え方がこ  

れからのアートシーンのひとつの提案となる。  

4 研究の概要  
＜解終前＞大講堂を繚影（痕跡を残す）記憶と記録のた鋸こ轟影する  

リサーチく資料収集）園内外で建築物とアートがコラボレーションした文献や資料収集せモデリング（模型  

づくり）  

具体化 大講堂の空間を生かレ、その空間でしか表現できない形を探し出す。壁にべイン卜したものから音  

楽を生み出し、映像化する。プ田セスを見せるため、学生も髄繹壷こ参加する。  
＜解体中＞大講堂の察終の記憶と記録のために撮影する。  
リサーチ く資料収集）国内外で廃樹とア一計がコラボレーシ凱ンした文教や資料収集  

＜解体後＞プロポザール。をデリンダ。廃線での作品のプランと模型づくり。  

設置。発表  

5 研究組織（共闘研究。総合研究のみ該当し浸す）   
・研究代表者  

笹井祐子   

。研究分担者（役割分線）  

有地好登  美衝制作  
木村政司  デザイン制作  

秋元爵美子 写実撮影、編集  
石野穐之勧 デザイン制作  

宮澤薬徳  美術部搾  

否） いずれかを0で囲んでください。否の場合は．理由書を添付して下さい。   ※ホームページ等での公開の  



［実績報告言7－2］  

氏名：笹井祐子  部科校名：芸衝撃部   

6 研究の結果（給食餅究の研究柁衷者絃，4，000寧以上記入してください。）  

芸術学部の建造物中で大講堂は、学生がÅ学。卒業の添削こ必ず通過する場所であり、全学科が集まる  
場所であった。建築物く大講堂）とアートのコテボレレションにおける表現及び髄繹おいて、大講堂を  

記録し、どの部分に記鯨や痕跡が残っている場所かを検討した。  

。外壁煉瓦レリーフ く記駿）  

。外床材（痕跡）  

大講堂の象徴的な場所として、外壁の煉瓦レリーフ く砕いたもの）解藤樹と外床タイル（育と茶）1パ  

ターンに欽定した。その解藤樹（建物）とアートを公共の場、大学という教育現場の空間を意識してプ  

ランと模型づくりを行った。  

プラン  

・皆が集浸れる場、空間をつくる。  

。永や樹木、植物、史がある空間  
。新校舎と対照的にぬくもりがあるもの  

。煉瓦レリーフで過去を意識させる。  

。やわらかい円錐  

。普段意識しない部分が、ベンチに座ることによって、もっと触れやすい部分に変わる。（煉瓦レリー   
フからベンチに再生）  

。再生材を使うことにより、時間を感じさせる。  
。大講堂の解体材を経済し、記憶を呼びおこす。学生が集えるものをつくる。  
。大講堂の得色である煉瓦と打ちっばなしのコンクリートを経済してペンチのようなものをつくる。  

。8偶のベンチを建物の近くに置く。  

。8学科のシンボル亀やアプレファペットをカ欝えてみても良師のでほ？そ柱を輪切り）  

。中心に永く深くないき があり、その放射線既にベンチ。 ペンチから足を伸ばすと、永が届く。  
。柱（竣～5mのシンボル的な娃を再生緒の煉瓦又は経でつくる）  

。丘の上屋こ8本の柱。無ヨ墾なら魔窟のようをこ始めと終わりに恩奉ずつ  

。雨（再生という意があるきや永を吸収する緑（練物き と史を柱のまわりにつくる。  

1中三角柱（バランス鵡支えるの意）の3面は違う索射で温容の柱をつくる。  

。柱の周りほ承又は丘  

。永の場合ほ煉瓦濁射で8角静の道、承の率や終にほ解倦凝が散りばめてある。  
。丘の場合をま夕紅周弼をこ煉瓦ぺンチ  

。門扉の㌘巧 くフレームに露盤煉瓦き、煉瓦フレーム  

。階段ベンチ（階段をそのままに残レ、新しい校舎冬こ設置する。）  

。柱（大講堂の記憶を大講堂の高さの経で表現する。ガラスを溶かして、柱に部分的に入れる。）  

や建築の記法（煉瓦の駐、フォーリー）  

。煉瓦をくだいて、亀（ベンガラ）にする。ベンガラ色の額装  

空間づくりや集える場所の率心になるシンボル的なかたち、アートと建造物（空間）のコラボレーショ  

ンとしての制作を進めていった。  

模型  

上記の意見を絞り模型制作を行った。  

。煉瓦レリーフで過去を意識させる。再生材を使うことにより、時間を感じさせる。  
。普段意識しない部分が、ベンチに座ることによって、もっと触れやすい爵分に変わる。（煉瓦レリー   
フからベンチに再生）  

。丘の場合は外周弼に嬢蔵ペンチ  

・永や樹木、植物、立漆芸ある空間  

。皆が集浸れる場、空間をつくる。  
制作   



［宗民事這告こ7－3］  

部科校名：芸術学部  氏名：笹葬儀子  

研究の結果（つづき）  

建築物（大講堂ラ とアートのコラボレーションは、大講堂が無くなった現在、新校舎の空間とのコラボ  

レーションとなった。新校舎ぼ完成心ておらず、模型及び髄繹準備に留まっている。  

終発  

解体材を普段意識しなむ、部分に使うことにより、時間や記泣を意識出来る。建築物（大講堂）とアート  

のコラボレーション絃凍や樹寒、礎物、史があり、Åがいてこそ成り立つことが分かった。  

注：必要に応じて，このページをご使用ください。   



【別紙様式 7】  
＊課題番号  ・二て■、 、  

注：課題番号を記入してください。  

平成20年度 学術研究助成金実績報告書  

平成21年3月31日  
日 本 大 学 総 長  殿  

氏  

所属・資格 

下記のとおり報告いたします。  

注：該当する種目を○で囲んでください。  1 種 目  一般研究（個人研究）／  ／総合研究   

2 研究課題  

「デザインの知」に関する複合的情報リソースの基礎研究  

3 研究の目的  

本研究は、2006年度から2007年度にかけて行った「デザインの知をデータベース化するための基礎研究」  

の継続的研究である。この研究の目的は、「もの」の良し慈しといったデザインの価値について重点をおく  

のではなく、「もの」に介在する「デザインの知」に着目し、専門研究者から一般の芸術愛好家までが享受  

可能な知の遺産の提供を目指すというもので、将来的な「デザインの知」のデータベース構築を視野にい  

れ、その基盤となる基礎研究を行うことが主意である。  

4 研究の概要  

本研究では、製品の美しさといった「もの中心の価値」に重点をおくのではなく、「もの」やそれをとりまく「こ  

とがら」に介在する人間の「社会的振る舞い」に着目している。将来的な展望として他の領域で参照可能な  

発展的で柔軟なデータベース。システムの開発を視野にいれ、実験的な情報アーカイブ・プロトタイプの制  

作やメディアデザイン・情報デザイン領域での人材の育成を目的としている。  

特に2008年度は、山脇巌資料調査のより詳細に洗い出していく下準備として、山脇時代およびそれ以後  

の教員による基礎教育資料の整理を進めた。当時の授業参考作品スライドのデュープ、デジタル化、基礎  

データ作成などである。  

また、旧江古田校舎図面の目録化を進めるため、一枚ごとの採寸等詳細データの作成の充実を図った。  

5 研究組織（共同研究・総合研究のみ該当します）  

・研究代表者  

村田（向井）知子：データ作成、データベース、デジタルアーカイブ。プロトタイプための基礎設計  

・研究分担者（役割分担）   

木村 政司：科学と芸術の複合的情報リソースの抽出とアーカイブ化   

深谷 光美：建築意匠、建築構造の検証、「技」の伝承法とアーカイブ化   

森 香織：デザイン教育資料検証、分類   

石田 純之助：モデリングを通した「技」の可視イヒ。触知化  

・否） いずれかを○で囲んでください。否の場合は，理由書を添付して下さい。   ※ホームページ等での公開の  



［実績報告書7－2】  

部科校名：芸術学部デザイン学科  氏名：村田 知子  

6 研究の結果（総合研究の研究代表者は，4，000字以上記入してください。）  

‡1葺術数有責料に伝承され盈知¢再発見  

2007年度研究の継続研究として、特に山脇巌資料調査の詳細調査を進めるべく、山脇時代およびそれ以後の教員  

による基礎教育資料の整理を進めた。また、旧江古田校舎図面の目録化を進めるため、一枚ごとの採寸等詳細デー  

タ作成の充実を図った。これらの資料の撮影、基礎データの入力を行ない、将来的な目録作成やデータベース構築  

のための分類・整理を進めた。  

トi）「旧江古田校舎図面」  

山脇巌建築研究室によって作成された「旧江古田校舎図面」のうち、「大講堂」図面、「図書館棟」図面（一部）と、山  

脇によるものではないが当時の美術デザイン棟を記載した「綜合建築第二期新築工事図面」といった図面資料一式  

の調査を継続した。対象資料と大まかな作業内容は次の通りである。   

■対象資料  

図面内容   数量   

旧江古田校舎図面大講堂   141枚   

旧江古田校舎図面 図書館棟（一部）   55枚   

綜合建築第二期新築工事図面   99枚   

計   295枚   

腋作業内容  

1）図面内記載の目録表等の書き起こし（進行中）  

当時の印章などから、当時の山脇研究所で図面作成に関わった人名の洗い出し。印章が読み取りにくいものも多々  

あるが、判明し次第、人物の割り出し作業等を今後の課題とする。  

2）図面採寸（計295枚完了）  

＊前年度部分的に採寸が終了していたものがあったが、データ作成の統一を図るため、全てを採寸した。  

3）基礎データの更新（進行中）  

4）欠落図面の調査  

旧江古田校舎図面 図書館棟の欠落図面および、食堂棟の調査を継続したが、オリジナルの図面は本年度も見つ  

からず、コピーにあたる青焼き図面をもとに内容調査を開始。オリジナルの所在調査は次年度も継続予定。  

トii）「山脇蔵敷育資料J：参考作品スライド   

山脇巌の教育実践内容を研究する上で、当時授業内で制作された学生参考作品スライドの調査を継続した。  

手対象資料  

スライド内容   枚数   

授業内制作の参考作品   89枚   

繍作業内容  

1）スライドのデュープ（完了）  

2）デジタル画像化（色補正・3段階の解像度）（完了）  

3）基礎情報データ表の作成（進行中）   



［実績報告書7－3］  

部科校名：芸術学部デザイン学科  氏名：村田 知子  

研究の結果（つづき）  

トiii）「山脇巌教育資料」：私信、メモ昏き等  

1）調査用簡易デジタル撮影・出力（進行中）  

2）調査用簡易スキャニング・色補正・出力（進行中）   

今後の調査の中で、6Ⅹ7撮影・デジタル化の必要性の有無を判断する予定。当時の学生筆記ノートにおいては、   

簡易スキャニングでは、資料の損傷に繋がるため、接写を検討。その後調査次第で、6Ⅹ7撮影・デジタル化の必要   

性の有無を検討する予定。   

i－Vi）ホームページ作成   

研究の進捗を報告・公開していくための簡易ホームページの作成。   

学科ホームページ内に置く予定だが、サーバ環境の調整を行っているため、現在暫定的に学外に設置。関  

係者のみ閲覧可能なアクセス制限をかけてある）   

圃作業内容  

1）プロジェクト概要   

2）山脇巌年譜   

3）山脇巌文献目録   

4）旧江古田校舎大講堂図面名称一覧   

rii．科学と芸術の領域横断個な智」の研究  

ii－1）MacelIoMalpi！巾i苛rOPERAJ（項繚兢囲を含む科学宙）   

団対象層料  

撮影貴重書   撮影枚数   

MacelloMalpighi著「OPERA」（17世紀）   56頁分（昨年度298枚分終了）   

昨年度からの継続研究として、本書の撮影、デジタル化、基礎情報データの作成を進めた。   

屈伸幕内容  

1）スライド6Ⅹ7撮影（完了）  

2）画像デジタル化（完了）  

3）基礎情報データ作成（進行中）  

総括  

山脇巌資料の調査研究の充実に、特に重点を置いた。私信や学生による当時の授業内容筆記ノートの調査などに  

着手したことにより、授業参考作品のスライド調査などもあわせて、今後年代の割り出しや、関わった人物などの調査  

の下準備を進めることができた。また、旧江古田校舎図面の詳細調査も進んできたため、一番調査の進んでいる大講  

堂については、21年度研究で目録作成を検討。  
領域を横断したデザインの知というコンセプトについては、現在までの研究から、共通テーマとして「骨を抽出する」  

というコンセプトを新たに設定。昨年度重点を置いていた、文化継承の側面から「骨」を検証すると、伝統木造建築の  

仕口は人の住まいの「骨」であり、科学領域の観点と合わせて比較すると、生物の「骨」と同様、双方に機能と呼称の  
共通点が見られる。ものごとともの、機能、名称の関係性を洗い出していくのが、今後の研究の具体的課題である。  

注：必要に応じて，このページをご使用ください   



【別紙様式 7】  
＊課題番号  共08－006  

注：課題番号を記入してください。  

平成20年度 学術研究助成金実績報告書  

平成 21 年  4月 20日  
日 本 大 学 総 長  殿  

氏  名」…二  

所属・資格 牒  

下記のとおり報告いたします。  

注：該当する種目を○で囲んでください。  1 種 目  一般研究（個人研兜  ㌢ 総合研究   

2 研究課題   

光一スピン直接作用による超高速スピン制御  

3 研究の目的  

本研究は、従来にない画期的方法でスピン制御の超高速化を図り、次世代超高速・高密度情報記録の基本原理  

を明らかにすることを目的とする。具体的には特に以下の3項目について事象の基本原理を明らかにする。  

（1）フェムト秒パルスレーザを用いた光一スピン直接作用による超高速磁化反転  

（2）強電界中における原子内電子の挙動  

（3）レーザ光励起プラズモン電極による極微小領域のスピン制御  

これらは、超高速・高密度情報記録に関する新たな原理探求であり本研究の独創的な部分であると同時に、新たな  

スピン制御手法の提案であり、基礎物理、磁化動特性研究分野のみならず情報ストレージ研究分野、スピントロニク  

ス研究分野において非常に重要なものとなる。  

4 研究の概要  

本研究は、上記目的を達成するため、大きく以下の3つに大別し、実験、理論、シミュレーション実験手法それぞ  

れを主とする研究者が相補的・強力に深化・推進するものである。  

（1）フェムト秒パルスレーザを用いた光一スピン直接作用による超高速磁化反転の実証実験  

光直接スピン制御は、超短パルス高強度パルスレーザを用い、ストロボスコピック計測技術の応用により時間  

領域高速磁化応答計測を行うことで検討する。  

（2）強電界中における原子内電子の挙動を、第一原理的に明らかにする。前述の光一スピン直接作用は、レーザ  

光による高電界強度においてのみ発現するがそのミクロな起源は依然不明であり、（1）においてもスピンの起  

源が異なる他元素にまで検討を進め、相補的に検討を進める。  

（3）（1）の高速化に加え、近接場光により光の空間的局所化を図り、光による極微小領域のスピン制御手法を明ら  

かにする。レーザ光励起プラズモン電極による近接場光生成条件を電界シミュレーションにより解明し、高密  

度化手法の原理を明らかにする。  

5 研究組織（共同研究・総合研究のみ該当します）  

・研究代表者  

中川清二：研究統括および近接場光生成シミュレーションと検証   

・研究分担者（二役割分担）  

塚本 新：磁性記録材料作製と光直接スピン制御実験  

佐甲徳栄：強光電場中における電子ダイナミクスの理論計算  

※ホームページ等での公開の  否） いずれかを0で囲んでください。否の場合は一 理由書を添付して下さい。   



［実績報告書7－2］  

部科校名：理 工 学 部  氏名：中川清二  

6 研究の結果（総合研究の研究代袈者は，・も000宇以上記入してください。）  

フェムト秒パルスレーザを用いた光一スピン直接作用による光誘起磁化現象のメカニズム（a）、それに  

係る磁化動特性の計測（b）、光一スピン直接制御の量子力学に基づくミクロな起源への第一原理的な  

検討（c）、近接場光により光の空間的局所化による極微小領域のスピン制御手法（d）、につき多くの知   

見を得る。以下にその詳細を述べる。  

（a）光直接スピン制御（塚本が担当）   

超短時間光一磁性体間作用により、最終的な磁化状態の制御が可能であることが明らかとなった。  

具体的には、試料へ照射する超短パルスレーザ光を左右円偏光へとそのヘリシティを変える事で、垂  

直磁化GdFeCo薄膜内に誘起される磁化の向きが、180O 反転するというものである。この磁化スイッ  

チング現象の起源につき検討を進めた結果、約40～90f§程度の超短パルス光照射により磁性材料   

の電子系が励起するとともに光からの角運動量情報が与えられた後、電子一電子散乱過程による電子  

系の熱平衡化過程において、スピンコヒーレンシーを維持するプロセスが存在できるか否かが重要な  

要素であることが明らかとなった。これに対し、海外共同研究を行っているイギリスYork大学の   

Chantrell教授らの行ったLandau－Lifihitz－Bloch方程式に基づくスピン動特性に関するマルチスケー  

ルモデリング計算より、レーザ照射後約1ps以内の時間領域において、異方的スピン秩序の崩壊現象  

を生じ、磁化動特性の自由度が凍結され高速磁化応答条件が出現することにより、光による角運動量  

情報が失われること無く最終磁化状態を決定し得る可能性が明らかとなった。  

（b）時間領域高速磁化応答計測（塚本が担当）   

前項（a）の結果を受け、本研究の主対象物質であるフェリ磁性GdFeCoに関し、上記時間領域にお  

いて磁化応答可能な過程として、フェリ磁性体の角運動量補償現象に注目し、正味の角運動量消失  

による磁化歳差運動の抑制効果が得られると仮定し磁化応答が加速するものと考えた。そこで、種々  

の組成比の試料につき超高時間分解能磁化応答計測を行い、角運動量補償現象による磁化動特性  

の加速現象について検討した。希土類遷移金属合金磁性薄膜試料（Gdx（Fe87，5CoL2．5）．。。Jに関する、  

超短時間応答の組成依存性計測を実施し、優勢磁  

気モーメントが希土類から遷移金属へ変わるGd＝  

25at．％付近において、歳差運動周波数、ダンピング特  

性の増大現象（Fig．1参照）が現われる事を明らかに  

した。これにより、前項で述べた仮定を実証するととも  

に、本検討範囲において実効的損失係数αの最大値  

は0．21であり、HDD等に用いられているCoCrPtの  

α＝0．034）より大きい値である。磁化の反転する時間は  

緩和時間丁＝1／2可α（α＜＜1）で示され、高速磁化反  

転の観点からGdFeCoがより適した材料である事が明  

らかとなった。  
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Fig．1Gilbertの実効的減数定数の組成比依存性  

（c）強電界中における原子内電子の挙動の、第一原理的解明。（佐甲が担当）   

光一スピン直接制御の量子力学に基づくミクロな起源を明らかにすることを目的として，磁性原子を内  

包した量子ドットの理論モデルを構築し，そのエネルギー準位構造を配置間相互作用法を用いた高精  

度量子化学計算によって調べた．具体的には，以下に示す成果を得た：   



［実績報告書7－3］  

部科校名：理 工 学 部  氏名：中川清二  

研究の結果（つづき）   

1．理論モデルおよび計算コードの開発   

人工原子の電子を，3次元非等方調和振動子ポテンシャルによって束縛されたスピン1／2の粒子と   

してモデル化し，磁性原子と人工原子の相互作用を，接触型のスピン交換相互作用によって記述し  

た．多参照配置間相互作用法を用いてハミルトニアンの人工原子部分のみの固有エネルギーおよび  

波動関数をまず求め，得られた多電子波動関数を用いてスピン交換相互作用の行列要素を計算し，   

全ハミルトニアンに対して再度対角化を行う「二段階対角化法」の計算コードを開発した．  

2．磁性原子の空間配置とスピン電子エネルギーの振動構造   

開発したコードを用いて，磁性原子内包型人工原子の電子状態のテスト計算を行った．磁性原子   

2個を内包する擬1次元2電子人工原子について，磁性原子間距離を変化させてエネルギー準位の   

計算を行った．その結果，磁性原子間距離の関数として，超微細構造のエネルギーが振動構造を   

示すことが見出された．また得られた振動構造の由来を調べるために，人工原子の電子密度分布の   

表示を行った．その結果，超微細構造のエネルギー準位に見られる振動構造は電子密度分布の濃   

淡構造を反映していることが示された．  

（d）レーザ光励起プラズモン電極による近接場光生成シミュレーション（中川が担当）   

光を回折限界を超えて局所化すなわち局所的な強電界領域の形成と、それによる磁性媒体の局   

所加熱が重要となる。これにより媒体磁性材料の熱磁気特性を介し、そのスピン制御を可能とする。そ   

こで近接場光を用いることによるレーザ光の空間的局所化のシミュレーションを行い、記録媒体の極  

微小領域加熱手法を示した。直線偏光のレーザ光を三角形状のプラズモン電極の長手方向と電界   

成分を平行にして照射させることにより、プラズモン電極先端部に電界強度を集中させることが可能で   

あること、電極先端部直下の媒体の極微小領域に強電界を印加可能な条件を示した。さらに、その電   

界強度から算出した熱伝導の計算によって、媒体微小領域を適温に加熱することが可能であることを   

示した。   

具体的には、近接場光発生用プラズモン電極と記録媒体との相互作用に着目し、記録媒体構造を   

変化させて電界強度及び熱計算を行った。連続層状構造および孤立円柱状構造を比較検討した結   

果、孤立円柱状構造を用いることによって、プラズモン振動による電界強度増強効果が向上し、それ   

により加熱効果もより一層高まることを明らかにした。また媒体を円柱状構造として孤立させることによ  

って、空間的に電界増強領域を閉じ込めることが可能  

となり、空間的局所化においても極めて有効であること  

が示された。さらに加熱領域の局所化には、孤立円柱  

状金属媒体を絶縁性SiO2層中に埋設させた構造より  

も、SiO2層上に孤立円柱状媒体を配列させた構造のほ  

うが、加熱される領域の空間的広がりを抑制できるため  

に有効であることが示された。Fig．2に、レーザ光励起  

プラズモン電極により加熱された媒体の温度分布を、  

連続層状構造および孤立円柱状構造の場合について  

示す。SiO2層上に配列された孤立円柱状構造におい  

て局所領域において効率的に加熱されている様子が  

確認される。  
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Fig．2 近接場光により加熱された領域の  

空間分布  

注：必要に応じて．このページをご使用ください。   



【別紙様式 7】  

注：課題番号を記入してください。  

平成20年度 学術研究助成金実績報告書  

平成 21年 4月 13日  

日 本 大 学 総 長  殿  

氏  名  大内 宏友  

所属・資格  生産工学部・教授  

下記のとおり報告いたします。  

注：鼓当する種目を0で囲んでください。  1 種 目  奨励研究／一般研究（個人）パ  ／総合研究   

2 研究課題  

安全安心の地域社会に向けた持続可能な環境共生型街づくりに関する研究  

3 研究の目的   

国土・社会における持続可能性が国際的にも重要な課題となっている。国土・社会という属性における持  
続とは、地球環境と同期する程の長い時間の時系列変化であり、持続可能な国土・社会づくりとは次世代へ  
の継承システムの構築である。また同時に地球環境、都市・地域における防災の強化と美化・緑化・公共空  
間の創出は周知の重要な問題である。都市における多様な活動がICTによりネットワーク化することで総合  
的に「安全、安心な地域社会に向けた街」へと目指す設計計画手法の検討が急務である。   
以上のことから本研究では、救急医療業務の対象である市民にどのような救急医療システムで、地域の領  
域範囲ごとにどの程度のサービスが供給されるかを明らかにし、GIS・GPSを用いた地理情報・地域空間デー  
タに着日して圏域的に分析することで、人口分布にもとづいた救急医療サービスを受給可能と考えられる圏  
域内人口数を明かにする。これにより安全安心の国土交通計画及び、都市・地域計画における救急医療情報  
システムと施設配置計画及び、道路配置計画とによる整備指針の基礎的な指標の構築を目的とする。  
4 研究の概要  

① 国土・社会とは、安全、安心な地域社会の構築であり、それらを支える世代への継承システムをもつ「持   
続可能な環境共生型街づくり」であり、その都市・地域モデルの提案検討  

② 生活空間における地域の安心・安全の確立とコミュニティの活性化に資することを前提とし「持続可   

能な環境共生型街づくり」構築のプロセスにおいて、地域の日常生活に対する計画を内包し、都市にお   

ける多様な活動がICTによりネットワーク化による総合的に「安全、安心な地域社会に向けた街」へと  

目指す設計計画手法の検討  

③GIS・GPSを用いて救急医療システムの有効性を圏域的に明示し、施設の適正配置の指標の構築  

5 研究組織（共同研究・総合研究のみ該当します）  

・研究代表者  

大内宏友  （総括・都市地域設計手法）  

・研究分担者（役割分担）  

神田 亮  （リスクアセスメントとライフサイクルコスト）  

坂口浩一一一  （ICT技術）  

※ホームページ等での公開の◎・否）いずれかを○で囲んでください。否の場合は，理由書を添付して下さい。   



【実績報告書7－2】  

氏名：大内宏友  部科校名：生産工学部   

6 研究の結果（総合研究の研究代表者は，4，000字以上記入してください。）  

安全安心の地域社会に向けた救急医療業務が消防の任務として昭和38年に消防法に位置づけられてから、  

現在では我々の生命・身体の安全を守る上で重要なサービスとなっている。近年、高齢化社会の悪化に伴う  

疾病構造の変化により救急出動件数は毎年増加している。総務省消防庁の「平成18年度版救急・救助の概要」  

によると搬送人員はこの10年間で324万7129人から現在（平成18年）までに488万6217人に増加しており、その  

内の45．1％を高齢者（65歳以上）が占めている。また救急出動件数の増加の影響により、相次ぐ救急出動要請に  

よる現場到着の遅れが顕著に表れている。これは今後更なる高齢化社会を迎える我が国において、救急医療  

業務が抱える大きな課題である。このような現状に対して各自治体でもWebGIS・GPSなどの情報技術を利用し  

た救急医療情報システムの導入が始められている。これらのシステムにおける災害情報・活動支援（WebGIS）・  

事柄動態・位置把握（GPS）など救急医療におけるシステムと、国土交通計画及び、都市・地域計画の分野との  

関連による道路配置、施設配置の整備指針の基準となる指標及び、計画手法の早急な提示が要請されている。   

本研究では、安全安心の地域社会の構築に向けGIS・GPSを用いて救急医療システムの有効性を圏域的に明  

示することによる施設の適正配置の指標の構築を目的としている。 これまで本研究においてドクターカー  

システムの先進的事例として千葉県船橋市におけるドクターカーペア出動システムの現状を明らかにし、救  

急と医療との地域施設における複合化による適正配置の有効性を明示した。また千葉県千葉市における救急  

医療業務の現状を分析し、WebGIS・GPSを用いた救急医療情報システムによる有効性を出動圏域の面積から明  

示した。  

本研究において提示する指標は現状の施設・道路配置における救急医療サービスの供給状態を示すもの  

である。そして、それらから現状の施設・道路配置の要検討地域を明らかにし、その地域の施設・道路配置  

計画の再検討の際に有用な基礎資料と成り得る指標である。以上、救急医療システムにおける地域空間情報  

を用いた圏域的指標の構築に関する研究の成果として、研究分担者（役割分担）別に以下のように整理する。   

1．大内宏友  （総括・都市地域設計手法）   

1）GISソフトにおいて空間データを用いたネットワーク解析を行うことにより、救急隊の出動範囲を道  
路網にもとづいたより詳細な出動圏域を可視化し、現状の救急医療サービスによって受給可能な人口  

数・高齢者数を算出し、具体的な数値としての出動分析を可能にした。  

2）救急医療業務における時間的指標を構築し、圏域的指標として可視化し、地域における救命率向上の施  

設配置計画の指標を構築した。  

3）行政単位（千葉市）外の救急施設との連携により、圏域的指標の再検討・類型化することにより、隣接す  
る市町村に属する救急隊によって受給可能な人口数の変化を各類型に分析できた。これにより行改単位  

を越えた新たな知見を得ることができた。  

2．神田 亮  （リスクアセスメントとライフサイクルコスト）  

1）地域防災力の検討  

災害時の応急活動にICTを巧みに利用。混乱する状況下での指示、判断に地図情報を駆使し、  

情報共有のGIS（地理情報システム）の地域モデルを提案  

2）安全な住環境  

耐震対策を重点として取り組み、特に地域や街区ごとの建築物カルテ（新築・改修履歴）による建築物  

維持（安全）管理システムのモデルを提案  

地盤と建物の固有周期を常時微動測定により把握し、建物の維持管理を図る。  

度重なる地震による接合部の緩みやメンテナンス効果も判定  

3）災害時の避難経路及び避難施設の認識・明示と同時に避難施設の耐震化の地域モデルを提案   
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氏名：大内宏友  部科校名：生産工学部   

研究の結果（つづき）   

3．坂口浩一  （ICT技術）   

1）ICT技術による圏域的手法を用いて、救急隊並びに救急医療情報システムによる折返し出動よる出動  
圏域内の受給可能な人口数・高齢者数を算出し、具体的な人口数として明示できた。  

2）さらに、救急施設と医療施設のネットワークによる行政単位毎に救急医療システムによって受給可能な  
人口数を算出し、道路計画・施設配置の整備指針における判断基準となる具体的な指標を明示できた。  

3）その指標を用いて評価を行うため、得られた圏域的指標を複合的に重ね合わせることにより地域を3類  

型に分類した。各類型における圏域の広がり方と特徴を踏まえ各類型の受給人口数を算出し、新たな知  

見を得ることができた。  

以上のことから、本研究において、GISソフトにより空間データを用いたネットワーク解析を行い、各  

出動圏域を可視化することができ、人口分布等の地域情報により数値的な指標を算出することができた。さ  

らに、この平均値を基準（0％）として、各区の救急医療サービスの受給状態を評価・比較することができる平  

均対比受給率として明示すること可能となる。地域の境界を越えた出動圏域に関しても同様の手法を用いて  

平均対比受給率を示し、安全安心の地域社会に向けた持続可能な環境共生型の国土計画及び、都市・地域計  

画における有用な基礎資料を提示できた。  

注：必要に応じて，このページをご使用ください。   
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平成20年度 学術研究助成金実績報告書  

平成 21年 5 月 15 日  
日 本 大 学 総 長  殿  

氏   名 加藤康  

所属・腎格  
機械工学科・教授  

下記のとおり報告いたします。  

注：該当する種目を○で囲んでください。  1 種 目  一般研究（個人研究）ノ  ／総合研究   

2 研究課題   

ロハスの家・メカニカルの研究  

3 研究の目的   

ロハス（LifeStyleofHealthand Sustainability）の生き方を実現し、社会に定着させるために、 自立共生健康ハ  

ウス、すなわち“ロハスの家”を提唱し、そのメカニカルな部分を主体とした設計コンセプトの構築と試作と実験により  

その有効性を芙駈すると共に、経済効果が絶大な産業になり得ることを明らかにする。   

組み立てハウス、高気密高断熱ハウス、ソーラーハウス等々のハウスに関する最新の研究は存在する。それらは、組み  

立て、気密断熱、ソーラーのように1つの横健をハウスに特長づけたものであり、従来の建築の延長上にある。一方で、  

馬車から進化した市はキャンピングカーのように、限りなく住空間に近づきつつある。しかし、いずれの場合も、追求さ  

れてきたコンセプトと技術課題は“快適さ”と“利便性”及び‘‘経済性”であって、“Health”と“sustainability”で  

は無い。すなわち、本研究は技術の発達と地球環境の悪化及び世界人口の急増と社会のIT化とグローバル化を深く考慮  

に入れて、ロハスのライフスタイルとコミュニティを確立するために21世紀の家作りを目指すものであり、世界に例を  

見ないものである。  

4 研究の概要   

本研究では人和が“闇全な生活”を“地球との共生”により持既可能にする“21世紀の槻梯川を考究し、それを具現化し、世にその  

可佗性を立身正して見せる。   
自勒堰と飛行韓がl00年をかけて進化したように、これから100年をかけて進化するはずの雫の基本コンセプトがここに言う“ロハ  

スのー与ミ”である。それは現代の自動弼と飛行鞄のように石油には依存せザ、排気ガスとCO2の問題を起こさない家である。   

軟侵をはじめとする教員は10年以上の展望を持ちながら共同研究を綬け世代を継ぐものとする。 学生達はロハスの思想と技術を体  

験しながらその分野で求められる倍先輔の知彗を身につけ、社会に県評な職を見つけるものとする。関連企業と家を計画する人にはキ  
ャンパス内のロハスの家を常に訪れる棉会を捏供するものとする。そこには於新のデータが展示されているものとする。その結果、有  
志の若者達が入学してくるものとする。日本大草工竿部のキャンバス内に建てられたロハスの家には常に世界熱先端の器材が♯備され、  
大学内の研究発から生まれた改良品や登明品が常にそこで試験され、日々、新しいデータが積まれることになる。家に住み、生活する  
㌍斡は、学生のみならず、老若子供を招いて多面的に行われ、少子化高齢化した地域の関心を広く呼びおこすものとする。   
平成20年度の木研究はそのようなスパイラルの第一段断として、“ロハスの家の概念設計”と、その第一世代のための叫ハードとソ  

フトの隈計”を行うものとする。  

5 研究組織（共同研究・総合研究のみ該当します）  

・研究代表者  加藤疎司  

（ハウス内人力発電機の設計試作  

ハウス内水椚発電の水潤滑の研究）  

・研究分担者（役割分担） 坂野進，西本哲也  

（健康増進及び健康診断の機能性評価法の研究）  

清水誠二，彰囲義  

（薬剤を使用しない水処理方法  

洗剤を使用しない洗浄方法）  

橋本純  

（環境共生材料おける加工法の研究  

太陽光反射熱利用の研究）  
・否） いずれかを○で囲んでください。否の場合は，理由書を添付して下さい。   ※ホームページ等での公開の  
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氏名：加藤康司  部科校名：機械工学科   

6 研究の結果（控合研究の研究代共著軋4，000字以上記入してください。）   

ハウス内人力磯節機の設計試作   

高齢者の健聴維抑酢勘こ役立ち，環境に無負荷な人力発電機械を閑雅する事を目的として，健康への効果  

が大きいと期待される呼吸運動の力を利用した人力発電機，すなわち呼吸発電機の設計試作をした．息を吸  

う時と吐く時の両方において同方向にブレードが回転する呼吸発電機の構造を開発した．ポリプロピレン製  

のブレードを用いた試作機のカットイン風連は流速0．35m／sであり，最大起電力は411mVであった．   

ハウス内水道発ア毘の水潤滑の研究   

有限拝源に依存せず，再生可能エネルギーのみによって家で消押するエネルギー量を生産するためには小  

さなエネルギーも活用する必要がある．水道㌍内の水の流れによるエネルギーは消押電力の小さな赤外線セ  

ンサー用の電力としての実用例が見られるが．それはシャワー室等の照明に使えるほどではない．ここでは，  

水道発電機械の高出力化を目指して，既存の小型水道発電擁の流入口を2，4，7口と変化させ，流入口の風が  

発㍍特性に及ぼす影響を調べた結果，流入口数を7から4にすることで，最大出力がl．OW（流量5．91／mh）  

から1．2W（流塁4．81／min）に，最大発rT；効率は27．3％（流冊2，01／rnh）から47．5％（流量1．51／min）に上が  
ることがわかった．   

健康珊進及び鯉躇診断の機能性評価法の研究の研究   

ロハスの豪で生活する人の健康を知ろうとするとき，従来のように有線の心拍測定では行動を妨げてしまう．そ  

こで，ダイニングの椅子に前席しただけで健戊の管理ができる根城を目指した研究を実施した．ここでは，マイク  

ロ波を用いたドップラモジュールを椅子背面に借潤し，心拍を非接触にて収焦した．その結見ドップラモジュー  

ルから得た平均ノLヰ自数は，従来の接触方式の心電図から節出した平均心拍数とほぼ同じ値を示し，非接触でも精度  

よくノLl拍を測定することができた．   

次に呼吸性変動波形のゆらぎに着日したアルゴリズムを構築し，年齢層による心拍変動の差異を抽出した．その  

結果，20歳代と50歳代以上の年齢屑を比較すると，ゆらぎに基づく識別値は加齢により小さくなる傾向が顕著に現  

れた．   

これらの結果は，ロハスの家で暮らす人々の心拍を椅子に着座しただけでモニタリングする技術に適用できる．  

将来，椅子に着任した人の健礫状憤と年齢を判別する横根を作ることが可能となった．  

薬剤を使用しない水処理方法および洗剤を任用しない洗浄方法の研究  

薬剤を使用しない水処理方法（水中に溶存している化合物の分解や殺菌）および洗剤を使用しない洗浄方法  

として，キャビテーション噴流を利用する方法が考えられる．これはキャビテーション気泡願壊時に発生す  

ると考えられる衝撃圧力や瞬間的な超高温を有効利用しようとするもので，咋流周りのキャビテーションを  

より効率的に発生させる方法を開発する必要がある．このための基礎資料を得ることを目的として，二相混  

合流解法によるキャビテーションを伴うノズル内流れの数値シミュレーション1）を行った．また研究分担者  

が提案した鞘付きノズルに関して鞘内キャビテーション流れの高速ビデオ観察実験を実施し，鞘内気泡票変  

動の様相を明らかにした2）．さらに，キャビテーション噴流を利用したマイクロバブル発生方法についての  

横言寸を行った．   

環境共生材料おける加工法の研究  

岩石の加工を考慮して、セラミックスやコンクリートなどを含めた脆性材料として研究を進めた結果、それ  

らの材料に自然割れを誘起させ、コントロールすることを可佗にしたことから、以下の研究成果を得ること  

ができた。   

太陽光反射熱利用の研究  

上述の加工法を利用した太陽光による温水器を試作して研究を進めた結果、室外で夏季では約70度に冬季で  

は約40度に冷水を上昇できるという資料を得ることができた。本研究では極めて簡単な装置により基礎研究  

を実施しているので、この成果については今後の研究に待ちたい。   
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部科校名：機械工学科  氏名：加藤康司  

研究の結果（つづき）  

A．論文  

1）田村・橋本，“骨切断機の開発”日本大学工学部紀要，Ⅶ1．50［1］，pp．11－18，（2008－9）．  

2）彰囲義，沼水誠二藤川重雄，水中水噴流による乱流渦キャビテーション流れの数値解析，噴流工学，25   

巻2号，2008，pp．11－17  

3）A．HashimotoandY．Yamashita，”ATbchniqueforIntroducingPrecrackbyUtilizingFrictionalForces   

On Glass CT Specimens and Fracture Tbughness Values of Glass”，J．Aust．Ceram．Soc．，Vbl．44  

［1］，200乳pp．13－16．  

4）青山智彦，彰国儀，消水誠二 鞘付きノズルを用いて形成されるキャビテーション噴流の観察，2008年   

度ウオータージェット技術年次報告会論文集，2009．1．24，pp．27－30  

5）藤井・出村・橋本，“ひび割れを有するモルタル供試体を用いた表面含浸材の透水に対する抵抗性評価”，   

日本大学工学部紀諷 Vol．50［2］，2009．3，pp．21－27．   

B．特許願  

1）発明者：橋本・出村・田村，出願人：日本大学，名称：ひび割れ制御方法、ひび割れ長設定具、及びひび   

割れ制御装置，特願2009024287，提出日：2009．2．4．  

C．講演発表  

1）橋本・中村・田村，“種々の厚さをもつガラスCT試験片の予き裂付与”，日本機械学会東北支部第44期   

秋季講演会講演論文集，‰．2008－2，2008．9．27，pp．117－118．  

2）田村・橋本，“アクリル円筒の側圧切断”，日本機械学会東北支部第44期秋季講演会講演論文集，恥2008－2，   

2008．9，27，pp．29－30．  

3）s．TamuraandA．Hashimoto，”DevelopmentofaCuttingMachinewith‘ElasticWorking’forCeramic   

HollowCylinders”，2ndInt．Cong．onCeramics，Proceedings，ltaly，June29－July4，2008．  

4）MitsuoMatsuda，1もkayukiTakehi，AtsushiHashimoto，KojiKato，“Frictionandwearpropertiesof   

SiCinfburkindsofwater”，CARS＆FOFO8’，Koriyama，Japan，July2008．  

5）ThknyukiTakehi，KoshiAdachi，MitsuoMatsuda，AtsushiHashimoto，KdiKato，”Frictionandwear   

propertiesofSiC／WCinwater”，CARS＆FOFO8’，Koriyama，Japan，July2008．  

7）MitsuoMatsuda，TakayukiTakehi，AtsushiHashimoto，KojiKato，”FrictionandWearpropertiesof   

SiCinvariouswater”，日本トライボロジー学会トライボロジー会議2008，東京，2008．5．  

8）武樋孝幸，松田光央，橋本純，加藤康司，”水中のWC／SiCの摩擦摩耗特性に対する断続滑りの影響”，  

日本トライボロジー学会トライボロジー会議2008，栗鼠2008．5．  

9）MitsuoMatsuda，AtsushiHashimoto，KojiKato，”stictionpropertiesofsuctioncup”，  

日本トライボロジー学会トライボロジー会議2008，名古屋，2008月．  

10）松田光央，橋本純，加藤康i乳“吸着力に及ぼす吸着面あらさの影野∵  

第51回日本大学工学部学術研究報告会，郡山，2008．12．  

11）武樋孝幸，松田光央，橋本純，加藤康孔”水中におけるSiC／WCの摩擦摩耗特性”，  

第51回日本大学工学部学術研究報告会，郡山，2008．12．  

12）村越雅樹，松田光央，橋本粗加藤康司，”吸着盤の吸着の基本特性”，   

日本機械学会東北支部東北学生会第39回学生員卒業研究発表講演会，由利本荘，20093．  

13）松田光央，橋本純，加藤康司，”吸着盤の吸着力に及ぼす吸着而表面粗さの影野’，   

日本機械学会東北支部第44期総会講釈会，仙台，2009．3．  

注：必要に応じて．このページをご使用ください   



【別紙様式 7】  
＊課題番号  共08－009  

注：課題番号を記入してください。  

平成20年度 学術研究助成金実績報告書  

平成 21年 4 月 14 日  
日 本 大 学 総 長  殿  

氏  名   

所属・資格  

松村 寛  

医学部・助手  

下記のとおり報告いたします。  

一般研究（個人研究）廓総合研究  注：該当する種目を0で囲んでください。  1 種 目  

2 研究課題   

C型肝炎ウイルスにおける5サブゲノミックRNAの検出と肝病態との関係  

3 研究の目的  

①我々は、C型肝炎ウイルス（HCV）感染患者の肝臓や血清中に、サブゲノミックHCVRNAが存在する  
ことを見出し報告している。さらに我々は、その3’末端はウイルスゲノムのA－richregion内（nt364－382）  

に位置することより、新生HCVkNA％成時にこの領域でprematureな転写終結が起こるためにサブゲノ  
ミックHCVRNAが産生されると考えている。また血中サブゲノミックHCVRNA量とその血液のHCV感  
染価は逆相関しており、サブゲノミックHCVRNAがウイルス複製抑制に関わることも示唆される。今回の  

目標は、サブゲノミックHCVRNAの産生機序と生物学的意義の解明、特に病態との関連を明らかにするこ  

とにある。②HCVはフラビウイルス科に属するプラス極性一本鎖RNAウイルスであり、複製過程におけ  
るサブゲノミックRNAの産生は想定されていなかった。本研究の特色は、最近新しく見出された5’側サブ  

ゲノミックHCVRNAに注目してHCVRNAを研究する点にある。③吉倉はパラインフルエンザウイルスな  
どのマイナス鎖ウイルスのmRNA転写停止機構に基づき、HCVRNA新生の際A・richregionでpremature  
terminationが起こるという仮説をだした。本研究はこれらの研究をさらに推し進めるものである。  

4 研究の概要   

サブゲノミックHCVRNAの相対量は、A－richregion（nt．364－382）の上流及び下流にプライマーを設   

定し、材料から抽出したウイルスRNAの逆転写をこれらのポイントからスタートさせ、出来たcDNA   
量をreal－timePCRで測定する。これまでの研究でサブゲノミックHCVRNAのウイルス複製抑制作用   
が明らかになっている。そこで、急性肝炎、慢性肝炎、肝硬変、肝がんなど色々な病態における血中   

の5，サブゲノミックHCVRNA最をreal－timeRT／PCRで定量し、5，側サブゲノミックHCVRNA量と   
病態との関係について明らかにする。さらにインターフェロン治療効果の予測マーカーとなるか否か   

について、 インターフェロン治療直前の血中5，側サブゲノミックHCVRNA量をreal－timeRT／PCRで   

定量し、治療後の有効性と関連性があるか否かを調べる。  

5 研究組織（共同研究・総合研究のみ該当します）  

・研究代表者  

松村 寛  

・研究分担者（役割分担）  

森山 光彦 （検体の収集、結果の解析）  

黒田 和道 （real－time PCR、サブジェノミックRNAの検出）  

※ホームページ等での公開の（㊥・否）いずれかを○で囲んでください。否の場合は．理由書を添付して下さい。   



［実績報告書7－2］  

氏名： 松 村  寛  部科校名： 医 学 部  

6 研究の結果（総合研究の研究代表宥は，4，000字以上記入してください。）  

C型肝炎ウイルス（HCV）感染患者の肝臓や血中には予想に反してviralsubgenomicRNAが存  

在することが報告されている。この成因メカニズムとしては、マイナス鎖RNAウイルスのmRNA転写  

停止機構に基づき、HCV RNA新生の際にnt．364－382辺りのA－rich regionでpremature  

terminationが起こることによることが推測されている。我々は、実際に5’subgenomic HCV RNA  

即ち3‘末端がnt．384のshort RNAを感染患者の肝臓や血中から検出している（JViralHepat  

2006；13：746L755）。また、血中における5’subgenomicRNAの相対量と感染価が逆相関することを  

見出し，このshort RNAがウイルス複製抑制に働く可能性を明らかにしている。本研究では、最  

近可能になったHCVの増殖系を用いて上記知見を検証した。用いた方法は、プラスミドJFH－1よ  

り転写した全長HCVRNAを肝細胞樹立株（Huh7－it）に導入し感染性HCVを回収した。これを接  

種ウイルス材料としHCVのinvitro感染実験系を構築した。感染細胞内の5’shortRNAの相対  

量は、Aqrichregion（nt．364－382）の上流及び下流にPrimerを設定し、材料から抽出したウイルス  

RNAの逆転写をこれらのポイントからスタートさせ、出来たcDNA量をリアルタイムPCRで比較し  

た。5’short RNAの3’末端塩基は01igoRNAligation法により決定した。コア蛋白との結合は  

antigen－CapturedRT／PCRを用いて調べた。   

この結果、HCV感染培養細胞中にもノShort RNAの存在を確認した。培養上清中のshort RNA  

の3‘末端はA－richregion直後のnt．384であった。細胞内由来のものは、もう少し短いものもあり  

nt．364から382に位置していた。これらのshort RNAはコア蛋白と結合した状態で存在した。ウイ  

ルス接種後径時的に採取されたサンプルでみると、ShortRNA量の増加時はlonger－SizedRNA量  

の低下がみられた。このことから5’short RNAがウイルス増殖抑制活性を持つ可能性が示唆され  

た。以上より我々は、5’short HCV RNAは感染培養細胞中にも存在し、ウイルス複製を抑制して  

いる可能性を明らかにした。5’short RNAの存在が、ウイルス複製抑制に働く機構の一つとして、  

コア蛋白が全長HCVRNAに結合する際の競合などを推定している。   

以上の実験結果を基にして、Interferon（IFN）＋Ribavirin（RBV）治療を施行した、C型慢  

性肝炎患者65例の治療前血清より、サブジェノミックHCV RNA量（short RNA量ないし  

longer－SizedRNA量）を測定して、治療効果などとの関係について検討した。この結果では、  

short RNA量がlonger－Sized RNA量に比較して多量の症例は、有意差は認められなかったが、  

sustainedvirologicresponder（SVR）になりやすい傾向が認められた。   



［実績報告書7－3］  

部科校名： 医 学 部  氏名：松 村  寛  

研究の結果（つづき）   

今回の検討より、サブジェノミックRNAは、HCVの複製を抑制的に働いていることが  

示唆された。実際には、IFN・alpha2b＋Ribavirin治療を行った症例について、サブジ ュノ  

ミックRNA量を測定してみると、サブジェノミックRNA量が多く存在している症例は、  

有意差は認められないものの、HCV RNA持続陰性化（SVR）例が多い傾向が認められた。  

現在レプリコン培養細胞を用いて、このサブジェノミックRNAとHCV複製の関連性につ  

いて、さらに詳細な検討を行っている。   

今後は、個々の症例に、より特異的な検出系の構築を進めて、臨床的にインターフェロ  

ン治療効果の予測や判定に、有用なマーカーとして利用することができるような検出系を  

確率することが重要であると考えている。将来にわたってインターフェロン治療効果の予  

測が可能であれば、臨床的なこの研究は価値が高いと思われる。  

注：必要に応じて，このページをご使用ください。   



【別紙様式 7】  
＊課題番号  共08－010  

注：課題番号を記入してください。  

平成20年度 学術研究助成金実績報告書  

平成  21年  4月  27日  
日 本 大 学 総 長  殿  

下記のとおり報告いたします。  

注：該当する種目を○で囲んでください。  1 種 目  一般研究（個人研究）／  ／総合研究   

2 研究課題  

ネフローゼ症候群における尿中補体因子測定による病態の把握と鑑別方法の確立  

3 研究の目的  

補体活性化システムは様々な腎疾患の病億に深く関与しており、腎臓での補体活性化と尿中補体因子と  

の関連について数多く報告されている。特に、基底膜上皮側に免疫複合体を形成し補体系が活性化する  
原発性膜性腎症（IMN）では尿中C5b・9（U－C5b－9）と疾患活動性との関連が強く示唆されている。一  

方、鈷ctorHはalternativepathwayの重要な制御因子であり補体活性化の維持や組織障害に深く関与  
していると考えられるにもかかわらず、尿中へ払ctorHの出現の意義についての検討はほとんどなされ  

ていないのが現状である。本研究の目的は、IMNを中心とする腎疾患での尿中払ctor Hおよび尿中  
C5b・9測定をおこない、腎臓における補体活性の状態の把握と病態の解明を試みることである。また、  

臨床応用として、これら補体因子の測定を用いた非侵襲的方法での疾患の鑑別の可能性についても検討  

したい。  

4 研究の概要  

日本大学医学部附属板橋病院において腎生検施行により組織学的に腎疾患と確定診断された43症例を  

対象とした。疾患の内訳は原発性膜性腎症（IMN）9例、微小変化型ネフローゼ症候群（MCNS）16  
例、膜性増殖性糸球体腎炎（MPGN）7例、ループス腎炎（LupllSN）11例である。腎生検時に採尿を  
おこない、尿中におけるC5br9，hctorH、albumin、クレアチニン、IgGと他の臨床パラメーターを測  

定した。次に、腎臓での補体活性の状態を把握するため補体最終産物と補体制御因子の比である尿中  

C5b・9／尿中fhctorH比（U・C5b－9／U一色ctorHratio）を各疾患で検討し、加えて膜性腎症におけるstage  
分類に分けて比較した。  

5 研究組織（共同研究・総合研究のみ該当します）  

・研究代表者 福蒙 古伸（稔括、ネフローゼ症候群における尿中掃体活性とその役割）   

・研究分担者（役割分担）藤田 宜是（腎疾患と掃体活性）  

里村 厚司（腎疾患と臨床検査）  

※ホームページ等での公開の（◎・否） いずれかを○で囲んでください。否の場合は．理由書を添付して下さい。   



【実績報告書7－2］  

氏名：福家 吉伸  部科校名：医学部  

6 研究の結果（総合研究の研究代表者は，4，000字以上記入してください。）  

1．全症例での検査所見   

尿中アルブミン山一Alb）／尿中クレアチニン肛也）：1468．6±亜18．4トLg／喝  

尿中C5b－9（U｛5b－9）／廿℃r：12．9±32．2Uんg  

尿中ねctorH（い用）：18．9±51．9U／mg   

UTAlb∧H：r、U一岱b－9、U－fHとも健常人と比べて高値であった。   

2．各疾患における尿中C5b－9、尿中factor Hの比較   

各疾患におけるU13b－づ／Ulヒの比較  

（丑 MmS：33．8±51．3U／噸  

②Ⅰ脚：6．7±15．29U∧ng  

（a肝GN：3．18±4．81U血  

＆ LupusN：3．21±5．03Uノ厄   

各疾患におけるU－Ⅲ／Ulrの比較  

①旺封S：亜．7±84．4肋g  

（aI脚：1．96±4．15U／鴨  

（a M陀N：11．1±2生1U／帽  

（丑 山pusN：0．5±0．7U／喝   

tHコb－づ、factorともMCNSで特に高値であった。   

3．ローC5b－9／ローfactorI‡ratioの比較   

Q 肛封S：0．39±0．49  

（aI脚：3．21±3．25  

（a 肌N：1．別±1．糾  

（a LupusN：3．21±5．05   

原勢性瞑性腎症におけるU－C5b－づAJLfactorHratioを轍J、変化型ネフローゼ症候群と比較して優位に高値あった（p＜  

0．05）。   

4．腎症症例において電子顕微鏡でのstage分類によるU－C5b－9／U－fH ratioを比故   

StageI－Ⅱ  5，46±2．46  

StageII  2．59±3．69  

Stage Ⅱ－Ⅲ 8．08±6．61  

Stage Ⅲ  0．54±0．51  

Stage Ⅲ－Ⅳ 0．64＝±0．85   

5．まとめ   

U－C5b－9／U－factorHratioはIMNでMCNSと比較して有意に高値であり（p＜0．05）、MPGNとの比  

較においても高い傾向を示した。また、U－C5・9／U－factorHratioはIMNおよびループス腎炎Ⅴ型にお  

ける病理学的ぬge分類での比較において、基底膜上皮側に高密度沈着物を形成する鈍ageトⅡから  

StageⅡTⅢにおいてstageⅢ、StageⅣと比較して高い傾向を認めた。  

これらの結果は尿中補体因子（C5b－9、factor H）の測定が膜性腎症を中心とした腎臓での痛態把握に  

有用である可能性を示唆するものである。   



【別紙様式 7】  
＊課題番号  共08・011  

注：課題番号を記入してください。  

平成20年度 学術研究助成金実績報告書  

平成 21 年 5 月 18 日  
日 本 大 学 総 長  殿  

徳橋 泰明  氏  名   

所属・賢格  医学部・准教授  

下記のとおり報告いたします。  

注：該当する種目を○で囲んで〈ださい。  1 種 目  一般研究（個人研殆  一般研究（共同研究）  総合研究   

2 研究課題  

肺癌骨転移に対する治療所予後予測と治療戦略の林立  

3 研究の目的 

肺癌は澱も多い癌の一つで、骨転移を生じやすい。さらに肺癌骨転移は骨転移の中でも最頻で、患者の生活  

略啓度が許しい。予後が短いことと合わせ治療に難渋し、悲惨な終末期になることが非常に多い。にもかか  

わらず、現在までに肺癌骨転移に対する系統的、集学的治療プロトコールはない。そこで最近登場した骨吸  

収抑制剤ビラォスフォネート製剤をとりいれた多科連携の集学的治療にて治療成績向上を図る。その治療プ  

ロトコールの確立の結果、悲惨な終末期となる酢蛸骨転移瓜者のQu血ityof址臨（QOOの向上に寄与できる  

と期待できる。将来的には全国的に提示して全国的な規模のpfOSpe血Ⅴ占stu宙の実現をめざしたい。今回の  

研究は、肺癌骨転移の新たな治療戦略の確立を最終目的とした最適な予後予測法と治療プロトコール案の確  

立までを行う。  

4 研究の概要  

1．平成15年から19年度に呼吸器内科、呼吸器外科、整形外科、放射線科受診した新規肺癌患者について①   

病理、進行度分類、（∋治療法選択とその内容、③生命予後 治療開始後生存期間、④日常生活動作、⑤骨   

転移の有無を珊査する。  

2．平成20年度新規受診肺癌患者（呼吸器内科、呼吸器外科、整形外科、放射線科受診した新規肺癌患者、骨   

転移による初診例を含む）に対してプロトコールに従い、評価、治療する。原発肺癌の肺病変初診治療層（骨   

転移の有無について判定、骨転移あり群、冊転移なし群にわける。原発肺癌の肺病変初診治療群の骨転移   

あり群と原発性肺癌で骨転移による初診群における骨転移治療を骨吸収抑制剤ビフォスフォネート型剤を   

とりいれた治療プロトコールにしたがって治摂する。  

3．1の平成15年から19年度分と平成20年度新規分の治療成緋を比較して新プロトコールの意義について   

検討する。  

5 研究組耗（共同研究・総合研究のみ該当します）  

・研究代表者 徳橋 黍明（研究の総括、分析）  

・研究分担者（役割分担）   

（治療効果判定、分析）  田
代
橋
野
森
松
橋
藤
 
龍
吉
網
高
辻
大
村
高
斎
 
 

助
 
 

之
 
 行弘（四肢骨転移の評価と治療、リハビリ、QOL評価）  

泰充（脊椎転移の評価と治療）  

典明（肺癌の評価と治療）  

一郎（肺癌の評価と治療）  

一光（肺栢の評価と治療）  

高 （肺癌の評価と治療）  

元一郎（肺癌・骨転移の評価と治療）  

（肺痴■骨転移の評価と治療）  

※ホームページ等での公開の  否） いずれかを○で因んでください。否の場合は．理由審を添付して下さい。   



［実績報告書7－2］  

氏名：徳倍 額明  部科校名：医学部  

6 研究の結果麿合研究の研究代乗着払4．㈹0字以上記入してください。）   

1．平成15年から19年度に呼吸器内科、呼吸器外科、整形外科、放射線科受診した新規肺癌患者につ   
いて①病理、進行度分類、（診治療法選択とその内容、③生命予後 治療開始後生存期＝軋④日常生   

活動作、（9骨転移の部位を調査した。  

その結果、受診新規肺癌愚考数は528例で、そのStage分類は、  

StageI＋ⅠⅠ65例、StageIIr＾＆B 335例、StageI＼′126例であった。そのうち、StageIVで  

骨転移に対して直接当院で治療したのは、54例であった。  

骨転移あり群の54例は、（D原発敷の病理：脱癌30例、扁平上皮府12例、小細胞癌14例であった。  

②治療法選択：放射線療法3上l例、化学療法14例、手術4例、なし（酢柿処置のみ）4例であった。  

③生命予後：1カ月以内5人、6カ月以内30人、1年以内10人、生存1年以上6人、生存2年以  
上3人であった。  

④日常生活晰作はBaTthelindexで評価し、 Barthelindex O－60点15人、70－90点30人、  
90点以上19人であった。  

⑤骨転移部位は、頸椎転移 9人、胸椎転移 27人、腰椎転移18人、その他四肢骨・肋骨・骨盤  
などの脊椎以外の骨転移だけ6人であった。  

2．平成20年度新規受診肺疾患者（呼吸署内科、呼吸器外科、整形外科、放射線科受診した新規肺癌患   

者、骨転移による初診例を含む）を抽出し、骨転移あり群に対して平成15年から19年度と同様に（D   

病理、進行度分類、②治療法選択とその内容、③生命予後 治療開始後生存期間、①日常生活動作、   

⑤骨転移の部位を評価した。平成20年度新規受診肺煎冊転移恋着では、さらに⑥PS、⑦Tb女心血as王立   

Seore、⑧骨代謝マーカー：u－m他についても関東した。  

受診新規肺癌患者数は、全例で298例で、StageI＋ⅠⅠ49例、StageIIIA＆B121例、StageIV   

128例であった。そのうち、StageIVで骨転移に対して当院で治療したのは、朋例であった。   

この44例は、（∋原発巣の病理：腺癌28例、扁平上皮癌12例、小細胞癌4例であった。  

②治療法選択：下記のプロトコールにて治療した。  

予想予後：6カ月未満  

無症状骨転移：1）局所放射線治療30－40Gy（放射線科の治療プロトコールに従う）  
2）骨吸収抑制剤ビフォスフォネート製剤ゾレドロン酸水和物（ゾメタ勧4mg  

月1回点滴静往  

3）転移症状出現時整形外科コンサルト  

有症状骨転移：1）必要時化学療法（呼吸器内科の治療プロトコールに従う）  

2）局所放射線治療30－40Gy（放射線科の治療プロトコールに従う）  
3）骨吸収抑制剤ビフォスフォネート製剤ゾレドロン酸水和物（ゾメタ勧4mg  

巡＝．同点滴静注  

4）1）～3）無効時ならびに長管′打病的骨折は整形外科手術治療  

＊長管骨病的骨折は予後の長短にかかわらず手術治療を柏優先  

予想予後：6カ月～1年  

無症状骨転移：1）化学療法（呼吸器内科の治療プロトコールに従う）  

2）局所放射線治療30－40Gy（放射線科の治療プロトコールに従う）  
3）骨吸収抑制剤ビフォスフォネート製剤ゾレドロン酸水和物（ゾメタ励4mg  

月1回点滴静注   



［実績報告書7－3】  

部科校名：医学部  氏名：徳橋 泰明  

研究の結果（つづき）  

有症状骨転移：1）化学横法（呼吸器内科の治療プロトコールに従う）  

2）局所放射線治酷30－40Gy（放射線科の治療プロトコールに従う）  
3）骨吸収抑制剤ビフォスフォネート製剤ゾレドロン酸水和物（ゾメタ励4mg  

週1回点滴静注、軽快したら月1回点滴静注に変更  
4）1）～3）無効時ならびに脊髄・馬尾麻療は照形外科手術治療  
但し、姑息的手術までとする。  

予想予後：1年以上  

無症状骨転移：  1）化学療法（呼吸器内科の治療プロトコールに従う）  

2）局所放射線治療30－40Gy（放射線科の治療プロトコールに従う）  
3）ゾレドロン酸水和物（ゾメタ⑧）4mg月1回点滴静注継続  

4）転移症状出現時整形外科コンサルト  

有症状骨転移：1）脊髄・馬尾麻痺、支持性破綻は整形外科手術治療を撒優先時に全脊椎切除  

手術まで行う。  

2）術後化学療法（呼有症状骨転移：吸器内科の治療プロトコールに従う）  

3）術後局所放射線治療30－40Gy（放射線科の治療プロトコールに従う）  

4）術後ゾレドロン酸水和物（ゾメタ励4mg月1回点滴静注継続  

施行した治療法：放射線療法34例、化学療法10例、手術3例（脊椎2人、四肢骨1人）、なし（）10   
例、ゾメタ静注44例で治療した。   

③生命予後：1カ月以内死亡1人、6カ月以内死亡1人、そのほかの42例は平成21年4月1日現   

在、生存している。   

④日常生活動作：Barthelindex O－60点15人、70，90点15人、90点以上14人   

⑤骨転移部位は、頸椎転移 8人、胸椎転移 20人、腰椎転移12人、仙椎2例、その他四肢骨・   
肋骨・骨盤などの骨転移18人であった。  

⑥PS：PSOは4人、PSlは16人、PS2は4人、PS3は16人、PS4は4人であった。  

⑦TbkuhasbiScoTe：8点以下40人、9－11点4人であった。12点以上はいなかった。   

⑧骨代謝マーカー：u－mX16ふ259，平均87．8であった。   

以上、症例の蓄横は終了した。生存例にたいしてはプロトコールに沿った治療を継続する。  

今後の研究予定は下記の通りである。  

1，1と2における各患者の生存期間に影響を及ぼすと考えられる因子について多変冊解析にて分析、   

各生命予後因子のオッズ比を算出して、従来の1bkuhashScoreと比較検討する予定である。  

2．平成21年度は、1の平成15年から19年度分と2の平成20年度新規分の治療成緋を比較して新治   
療プロトコールの意義について検討する予定である。特に骨吸収抑制剤ビフォスフォネート製剤で   

あるゾメタの効果について検討する。   

検討項目は、①生存期間、②機能予後03arthelindex，Frankel分類）、③療病コントロール（ⅥBual  

analoguescale：VAS）、④骨代謝マーカー（初診時、1カ月後、3カ月後、6カ月後）、⑤MRI（初診時、  
3カ月後、6カ月後）にて骨吸収抑制剤ビフォスフォネート製剤ゾメタの影響と治煎効果判定を行う（死  

亡例では、死亡までの期間まで）。  

3．新たに作成した予後判定点数と従来の予後判定点数「Tbkuha日払score」の群分けの妥当性を評価す  

る。  
4．研究成果を学会ならびに論文に発表する。  

注：必要に応じて，このページをご使用ください   



【別紙様式 7】  
＊課題番号  共08－012  

注：課覆審号を盲己入してください。  

平成20年度 学術研究助成金実績報告書  

平成  21年  4月 22日  

日 本 大 学 総 長  殿  

里村厚司  
⑳ 

氏  名  

所属・資格  医学部・助教  

下記のとおり報告いたします。  

注：該当する種目を0で囲んでください。  1 種 目  一般研究（個人研究）   

2 研究課題  

維持血液透析患者における血清マンノース結合レクチンの形態と役割  

3 研究の目的   

血清マンノース結合レクチン（mannose－bindinglectin：MBL）は、CRPのように鋭敏ではないもの  

の急性相反応蛋白としての性質も併せ持ち、さらに病原体の糖鎖のマンノースやN－アセチルグルコ  

サミンに結合することによってオブソニン化あるいは補体の活性化を引き起こし生体防御に重要  

な役割を有する。   

腎不全患者は免疫能の低下が認めら、感染症の羅患機会が多い血液浄化療法患者では，感染症が  

死因の上位を占めることは、周知の事実である。維持血液透析患者における、初期免疫能の一つの  

MBLについては、まだ充分に検討されていない。今回、保存期慢性腎不全患者および血液透析患者  

においてMBLの特徴について検討し、さらに維持血液浄化療法導入時からの経時的な変化について  

腫Lの機能についても検討した。  

4 研究の概要  

対象はGFR50ml／分以下の保存期慢性腎不全患者20症例と血液透析患者130症例とした。  

また、MBLの経時的な変化について導入時に明らかな臨床的炎症所見や炎症反応がない（WBC  

lO，000／〟LかつCRPl．O mg／皿未満）症例で、血液浄化療法導入時、導入6ケ月後、導入12ケ月  

彼の経過観察が可能であった23症例を対象とした。   

それらの慢性腎全患者の症例の総MBL濃度と機能性Ⅶ礼を測定し、初期免疫の一つのⅦ礼につい  

て検討をした。  

5 研究組織（共同研究・綺合研究のみ該当します）  

研究代表者  

里村 厚司  
研究分担者（役割分担）  

夫内 充  

藤田 宜是  

熊坂 一成  

福家 書伸  

（血清MBL測定，統計処理）   

（各測定の臨床検査医学的指導）  

（検査結果処理）  

（各測定の臨床検査医学的指導）  

（検査結果処理）  

※ホームページ等での公開の  菅） いずれかを0で囲んでください。否の場合は，理由書を添付して下さい。   



［実績報告書7－2］  

氏名： 里村 厚司  部科校名：医学部  

6 研究の結果（総合研究の研究代表者は，も000字以上記入してください。）   

【対象】対象は肝R50ml／分以下の保存期慢性腎不全患者小onIⅡ群）20症例（男15  
名，女5名；59±15才，Ccr24±12ml／分）と血液透析患者（冊群）130症例（男  
72名，女58名；62±13才，透析歴69ケ月（45～128ケ月））とした。また、帖Lの  
経時的な変化について導入時に明らかな臨床的炎症所見や炎症反応がない（ⅧClO，000／  
JLLかつCRPl．O mg／dL未満）症例で、血液浄化療法導入時、導入6ケ月後、導入12ケ月  
後の経過観察が可能であった23症例（男16名，女7名；59±14才，導入時Ccr．4．8  
±2．7ml／分）を対象とした。  

【方法】血清MBL濃度は、ポリクローナル抗MBL抗体を固定したmicrotiterwellsに患者  
の血清を分注し反応させるELISA法と、mannanを固定したmicrotiter wellsに患者の血  
清を分注し反応させるELISA法で測定した。前者は血清中のT－MBL濃度を、後者はF－MBL  

濃度を反映する。  
【結果】結果は、tnedianandrange（25thto75thpercentile）で示した。NonID群のT－MBL  
濃度は、3．552（2．950～6．144）pg／血、F十肥L濃度は、787（54～844）ng／mLであった（測  
定感度以下5症例）。Ⅰ皿群のT－MBL濃度は，8．500（5．278～12．335）pg／mi．，F－MBL濃度は  
815（706～912）ng／mLであった（測定感度以下6症例）。Wilcoxon順位和検定で、T⊥肪L濃  
度（pく0．01）とF－MBL濃度（p（0．05）ともにNontlD群でtD群より有意に低値であった。また、  
維持血液浄化療法導入前の血清F－MBL濃度は504（31～580）ng／止であった（測定感度以下  

4症例）。WBC5，500（4，900～7，500）／LLL，CRPO．23（0．10～0．64）mg／dLであった。維持  
血液浄化療法導入6ケ月後、12ケ月後の血清F－MBL濃度はそれぞれ706（163～788）ng／mL  
（測定感度以下4症例），765（70～850）ng／皿L（測定感度以下4症例）であった。  
Repeated⊥Measures DesignによるANOVA分散分析では、経時的に有意な変動が認められた  

（pく0．01）。F⊥h但L濃度は、透析導入時と比較し、維持血液浄化療法導入6ケ月後には統計  
学的に有意な増加を認めた（pく0．01）が、維持血液浄化療法導入6ケ月後から12ケ月食まで  
には有意な変化は認めなかった。  
【総括】維持血液浄化療法による尿毒素物質の除去やアシドーシスの改善は、初期免疫能  
の指標の一つであるMBLの機能を改善する可能性が示唆された。血液浄化療法導入時は、  
初期免疫能の低下が考えられるため、患者および医療関係者の感染症に対する認識がより  
重要である。  
【今後の展望】今回の研究の結果，血液浄化療法未施行の慢性腎不全患者において、少な  
くとも食事療法や薬物療法で改善不可能な代謝性アシドーシスが存在する場合は、初期免  
疫の観点からも積極的に早期に血液浄化療法の導入が必要と考えられた。今後、更なる研  
究を続け慢性腎不全患者、殊に血液浄化療法の免疫について解明し、予後の改善の一助に  
したい。   



【別紙様式 7】  
＊課題番号  共08－013  

注：課想番号を記入してください。  

平成20年度 学術研究助成金実績報告書  

平成21年4月 1日  
日 本 大 学 総 貴  殿  

所属。賢  

下記のとおり報告いたします。  

注：該当する種目を○で囲んでください。  1 種 目  －▲般研究（個人研究）パ  ／総合研究   

2 研究課題  

プライマリ・ケアに必要な緊急処閏の数行効果の向上一人形を用いた気道管理法の実践  

3 研究の目的  

初期臨床研修プログラムが開始され、大人数の牢控1年日の研修医が臨床現場で同時に研修を開始するよう  

になった。その為、特に社会的に強く要望されているプライマリ・ケアの基本的手技を効果的に修得する工夫が  

必要である。プライマリ・ケアのなかでも、緊急時の対応として、患者の急変や爪症患者を取り扱う時の気遣およ  

び呼吸管理は必須であり、将来どの診療科で後期研修を行う上でも身につけるべき標準的な知純や手技が実  

際に確実に身に付いているかを個々人に対して評価・確認する手段がない。本研究では、ビデオ映傾を用いて  

視覚化された標準的な気道・呼吸管理手技を被験者に見せ、同時進行で人形を用いて気道管理に関する実  

技を行う。臨床で多く遭遇する場面を想定したシナリオを作成し、模擬患者（人形）を用いて各種の気道・呼吸  
管理法を体験する。その前後で竹記試験での評価を行い、呼吸気道管理法の学習効果を客槻的に評価するこ  

とを目的とする。  

4 研究の概要  
救命救急センターで研修する初期臨床研惟医に対して、緊急時の気道管理を修得する目的で、2時間の気道  

管理トレーニングを実施した。内容は、座苧と実技でビデオを用いて行った。  

実技トレーニングは、気遣管理トレーニング用のマネキンで基本手技のトレーニングとシミュレーション教市を行  

った。初期臨床研修医には、研修初日にテキストを配布し、トレーニング実施前日に竿記試験を行うことを予告  

した上で自己学習をするように求めた。トレーニング実施前と実施後に彗記試験を行い、両者の得点を比較し  

た。アンケート調査も同時に行い、テキストの理解度、座学の理解度、実技の達成度を自己評価させた。  

5 研究組織（共同研究・総合研究のみ該当します）  

。研究代表者  

木下 浩作   

・研究分担者（役割分担）   

丹正勝久（実技指尊 評価）  
藤田 之彦（実技指埠 評価）  

櫻井淳 （シナリオ作成 評価 実技指導）  

否） いずれかを○で囲んでください。否の場合は，理由寓を添付して下さい。   ※ホームページ等での公開の  
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部科校名：隋学部  氏名：木下浩作  

6 研究の結果（総合研究の研究代表者は，4，000字以上記入してください。）  

結果  

平成20年9月平成21年1月までの間、救命救急センターで研修した医師23名に対して気道管理  

トレーニングを4回実施した。1回あたりの受講生は4－8名で、指導者の数は1名、実技は2名で  

あった。  

実施前試験の得点は、37点満点中30．6土4．1点であったのに対して、実施後の得点は、33．8士2．9  

点と平均点が3．2点上昇し、統計学的な有悪差を認めた（P＜0．01）。実施後の筆記試験での正答  

率が実施前に比べて20％以上増加した設問があった。  

弔前のテキスト配布により、受講生の理解が深まり、講習以前に比べ知識や技術の向上している  

様子が観察された。アンケート調査では、座学での理解度は10段階中7以上の自己評価をした  

研修医が83％であったのに対して、実技での到達度が67％と低かった。この理由として、これま  

で教科書だけの知識で経験の無かった外科的気道確保方法を初めてマネキンを用いて経験した  

ことによった。ビデオ映像を用いて視覚化された標準的教材を用いることで少ない人的㌍源（教  

員・評価者）で多くの研修者を同時に教育できることができた。より臨床に近いシナリオを用いた研  

修により、気道確保に関する手技上の問題点を研修医各人で抽出することができ、教育効果が向  

上した。   

考察  

心肺蘇生トレーニングコース  

医療従事者に心肺蘇生法を普及するための実践的な教育プログラムとして、米国心臓協会  

（American HeartAssociation：AHA）や日本救急医学会の心肺蘇生学習コースが発達してきた。  

患者急変時に対応できることを目的とした0ffthejobtraining（臨床の場で教えるのではなく、仕  

事を離れトレーニングコースとして学ぶ）であり、シミュレーション人形を用いた実践的な講習であ  

る。この講習では、テキストをあらかじめ配布しプレテストを受講前に解くことで知識を誘草した。事  

前学習を義務づけることで講習会時の座学は短時間にすることができ、受言狩生の知粍の統一がで  

きた。視覚化された教材とマネキンを用いたスキルトレーニングにより、実技講習がより実際的とな  

り、その上でケースシナリオを通して、臨床現場の状況が再現できた講習会にすることができた。  

また、これまで難しかった評価を一連の講習を行うことで、スキルが一定基準に到達しなかった場  

合直ちに評価者がフィードバッグすることで到達目標への達成度を評価することが可能になった。   

初期臨床研修医に対する緊急気道管理学習研修  

救急医学におい ては生理学的徴侯（バイタルの安定化）が蔑視されており、A（air way）、B  

（breathing）、C（Circulation）を管辞することが蚕症患者を診療する第一歩である。また、緊急性の  

ある疾患は十分に診断している時間がない場合が多く、診断をしながら治療を進めていかなけれ  

ば、患者の救命が困難になる場・合がある。緊急に気道管理が必要な患者ではその傾向が強く、  

医師としてその知識や技術を身につけることは必須である。本研修の実施で、初期臨床研修医か  

らの自己評価は高く、緊急時の患者管理に問し一定の自信を持って対処できる可能性が示唆さ  

れた。実際の臨床の現場で急変時の患者管理能力が改葬したかの評価は困難であり、教育法を  

評価することの難しさがあると考えた。今後は、現場での指軍医の適正な臨床実地指導と緊急時  

の気道管理に対するシミュレーションを繰り返し行うことで、研修医だけはなく、患者急変時の対応  

が向上すること思われた。   









【別紙様式 7】  
＊課題番号  共08－015  

注：課題番号を記入してください。  

平成20年度 学術研究助成金実績報告書  

平成 21 年 4 月 28 日  
日 本 大 学 総 長  殿  

氏  名  大島 秀規  

所属・資格  医学部・講師（専任扱）  

下記のとおり報告いたします。  

注：該当する種目を○で囲んでください。  1 種 目  一般研究（個人研究）／  研究（共同  ／総合研究   

2 研究毘梁題   

慢性電気刺激による神経再生および神経可塑的変化の誘導に関する研究  

3 研究の目的   

神経電気刺激は、不随意運動や神経因性痺痛などの機能的な神経障害の治療として広く臨床応用されてい  

るが、その効果発現メカニズムのすべてが解明されているわけではない．従来、神経刺激の臨床効果発現メ  

カニズムは、傷害により発生した神経の異常な電気的活動の電気的抑制ないしはパルスの整流化や促適作用  

と理解されてきたが、今日では従来の電気的な活動を単純に変更するというメカニズムだけでは説明困難で  

あり、可塑的変化が関与すると考えられる臨床的知見が集積されている．そこで研究代表者らは、組織学的  

手法を用いて慢性電気刺激による神経系の可塑的変化を促進するメカニズムの一端を解明することを目的と  

して本研究を行った．  

4 研究の概要   

研究分担者らが（株）ユニークメディカルと共同で開発したラット実験用慢性皮質刺激4連電極を、ウイ  

スターラットの片側sensoriTmOtOrCOrteX直上の硬膜外に植え込み大脳皮質刺激モデルを作成し、植え込み  

型刺激発生装置を用いて臨床慢性（運動領）皮質刺激療法に近似した刺激条件を用いて持続的慢性刺激を行  

った．1，4，8，12週間の慢性刺激モデルラットおよびコントロールラットを各々6匹作成し、免疫組織化学的  

にBDNFおよびその特異的受容体であるT11iBの局在を中心に検討した．また、ELIZA法を用いて刺激直下  
および遠隔部位のBDNF蛋白の発現量を測定した．並行して、海馬歯状回のsub・granular zoneに内在す  
るneuronal－PreCurSOrCellsの神経細胞への成熟促進を、BrdUの腹腔内投与彼の新生神経細胞への取り込み、  

ならびに幼君神経細胞に発現するDoublecortin（DCX）および成熟神経細胞に発現するNeuNに対する抗体  
を用いて蛍光多重染色により確認した．  

5 研究組織（共同研究・総合研究のみ該当します）   

・研究代表者  

大島 秀規  

・研究分担者（役割分担）  

山本 隆充（神経刺激条件の検討）  

深谷 親 （慢性電気刺激モデルの作成）  

山下 晶子（ダリア系細胞の形態学的検討）  

相澤 信 （組織学的検索結果の総括）  

片山 容一（研究立案および概略の調整）  

・否） いずれかを○で囲んでください。否の場合は．理由書を添付して下さい。   ※ホームページ等での公開の  



［実績報告書7－2］  

氏名：大島 秀規  部科校名：医学部  

6 研究の結果（総合研究の研究代襲祈は．4．000字以上記入してください。）  

研究分担者らが（株）ユニークメディカルと共同で開発したラット実験用慢性皮質刺激  

4連電極を、ウイスターラットの片側sensori－mOtOr COrteX直上の硬膜外に植え込み大脳  
皮質刺激モデルを作成した，植え込み型刺激発生装置を用いて、臨床慢性（運動領）皮質  
刺激療法に近似した刺激条件（刺激条件の設定は、研究分担者である片山および山本らが  
神経因性痺痛に対するMCSの臨床的研究で明らかとした最も臨床効果の高い運動を誘発す  

る刺激間借の70－80％の刺激強度）を用いて持続的慢性刺激を行った．  
1，4，8，12週間の慢性刺激モデルラットおよびコントロールラットを各々6匹作成し、免  
疫組織化学的にBDNFおよびその特異的受容体であるTヒkBの局在を中心に検討した．  
1および4週モデルでは、刺激部位直下の大脳皮質（sensori－mOtOr COrteX）の神経細胞  
においてBDNFの局在が細胞体から樹状突起へ変化することを確認した．免疫組織染色  
上、染色性の克進を認め、BDNF蛋白の産生克進が示唆された．4週目以降のモデルラット  
の刺激と反対側の皮質（sensori－mOtOr COrteX）において同様の変化が顕著に現れた．  
Sensori－mOtOrCOrteX以外の皮質においても、同刺激モデルにおいてBDNFの局在が細胞  
体から樹状突起へ変化ならびに染色性の克進を認め、SenSOri・mOtOrCOrteX局所の慢性刺激  
が、刺激部位と離れた様々な皮質に影響を及ぼすことを見出した．Sensori－mOtOrCOrteX以  
外の皮質では、特に帯状回や海馬などの辺縁系皮質にこの変化が著明であった．  
1，4，8，12週間の慢性皮質刺激モデルを用いて、ELIZA法を用いて刺激直下および遠隔部  
位の BDNF蛋白の発現量を測定した．その結果、1，4，8，12 週の刺激直下の  
sensori－mOtOr COrteX、海馬、帯状回皮質、4週以降の対側sensori・mOtOr COrteX、海馬、  
帯状回皮質でコントロールに比較して2倍以上のBDNF蛋白発現を認めた．  

また、海馬歯状回のsubrgranularzoneに内在するneuronal－PreCurSOrCellsの神経細胞  
への成熟促進を、BrdUの腹腔内投与後の新生神経細胞への取り込み、ならびに幼君神経  
細胞に発現するDoublecortin（DCX）および成熟神経細胞に発現するNeuNに対する抗体  
を用いて蛍光多重染色により確認した．刺激と同側の海馬では、刺激1週目よりコントロ  
ールと比較して優位なBrdU陽性の新生神経細胞と思われる細胞が確認された．4週目以降  
は、刺激と対側の海馬にコントロールと比較して優位なBrdU陽性の新生神経細胞と思わ  
れる細胞が確認され、その陽性細胞数は刺激と同側の海馬と比較して優位な差を認めなか  
った．BrdUの腹腔内投与4週後に組織学的検索を行なった個体では、新生細胞が成熟神経  
細胞（BrdUおよびNeuN共陽性）に変化していることが確認された．  

神経刺激は、BDNFの蛋白量の増加や神経伝達物質ならびにトランスポーター発現・調節  
の変更を促進することが報告されている．これらの変化は、シナプス効率の変化やサイレ  
ントシナプスの活性化などを促進する可能性があり、神経刺激による神経系の可塑的変化  
の誘導を示唆する現象と捉えられている．しかしながら、いずれも急性実験の結果であり、  
臨床的慢性神経刺激療法に対応するような研究報告は今日までなされていなかった．加え  
て、各々の報告は断片的なものであり、系統だった研究結果は未だに報告されていないた  
め、本研究の継続は重要な意義を持つものと確信している．本研究は、慢性刺激による神  
経再生および神経可塑的変化の誘導を証明するための途上的位置づけにあり、それらが証  
明された暁には、神経系の再生医療のデバイスとしての神経刺激療法に新たな視点をもた  
らすとともに、その応用範囲の拡大が期待される．   



【別紙様式 7】  
＊課題番号  共08－016  

注：課題番号を記入してください。  

平成20年度 学術研究助成金実績報告書  

平成 21年 5 月 11 日  
日 本 大 学 総 長  殿  

氏  名   

所属・資格  

早 川  智  

医学部・教授  

下記のとおり報告いたします。  

一般研究（個人研究）／く≡翻／総合研究  注：該当する種目を○で囲んでください。  1 種 目  

2 研究課題   

胎盤に発現する内在性レトロウイルスのHIV感染への関与の解明  

3 研究の目的  

ヒトのDNAの8％はレトロウイルスに由来する．これら内在性レトロウイルス（HERV）は，過去数千万年  
に我々の祖先が感染し，取り込んだウイルスの“化石”と考えられているが，近年 悪性腫瘍や自己免疫疾  

患，中枢神経の変性疾患，さらに統合失調症などの高次神経機能疾患における関与が指摘されている．  

胎盤は生理的に内在性レトロウイルスを発現する数少ない臓器の一つであり，近年HERV－Wのenvelopeタ  

ンパクであるsyncytinが胎盤表面にあって，母体血に接する合胞体形成に必須であることが明らかにされ  

た．HERVは外来性レトロウイルスの標的細胞への接着や侵入，複製を干渉することが知られており，申請者の  

専攻するHIV母子感染における“胎盤関門”の一つとなっている可能性がある．本研究はHIVをはじめと  

する母体ウイルス感染症の胎児への移行とこれに対する内在性レトロウイルスの意義を明らかにすることを  

目的とした。  

4 研究の概要  

1）培養細胞における解析：ヒト絨毛癌細胞株BeWo，JEG－3，JARおよび不死化初期絨毛細胞H8，Sw71にCXCR4  

指向性HIV（LAI）を感染させた．その結果、内在性レトロウイルス発現プロファイル，HIV感受性は絨毛の  

分化段階により著しく異なった．HIV感染はsyncytinの発現を著しく抑制したが、SynCytinの発現自体は  

HIV感受性に影響を与えなかった．syncytinの発現抑制はhCG分泌やHLArG発現など絨毛細胞分化の重要な  

マーカーであるが、HIV感染自体に及ぼす影響は少ないと考えられた。  

2）臨床検体による解析：研究実施期間中に，本邦ではHIV垂直感染例はなくまた、国内共同研究機関でも  

陽性妊婦の出産はなかった。国外共同研究を行っているラオス人民共和国サバナケット病院では4例のHIV  

陽性例があり、セタテイラート病院ではHIV／highriskHPV陽性患者8例を登録したが，タイ王国における政  

情不安と空港閉鎖のため編地調査と検体の分与は受けられなかった．冷凍検体とパラフィンブロック，CDNAは  

現地で保存されており、本年度に渡航が可能であれば研究を継続する予定である。  

5 研究組織（共同研究・総合研究のみ該当します）  

・研究代表者   

早川 智 （研究の統括・HIV感染の解析）  

・研究分担者（役割分担）   

根本 則道（病理組織学的研究）   

八田 善弘（レトロウイルスの分子生物学的研究）  

※ホームページ等での公開の  ・否） いずれかを○で囲んでください。否の場合は，理由書を添付して下さい。   
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部科校名： 医学部  氏名： 早川 智  

6 研究の結果（総合研究の研究代襲着払4，000字以上取入してください。）  
当初申請した計画は下記のとおりである  

① 正常分娩胎盤より絨毛細胞を分離培養する．あるいは絨毛癌細胞を継代する  

② この培養システムにおいて，絨毛細胞よりHIV／HERV chimericviru眉の分離を試みる  

③ 陽性母から生まれた陰性児の胎盤，臍帯血よりHIVノHERV chimericviruSの分離を試みる  

④ このような児の臍帯血中のT細胞がHERV由来抗原を認識するや否をELISPOT法で検討する  

⑤ HIV培養絨毛細胞，絨毛癌細胞株にHIVを添加してその複製を検出する．  
⑥ 絨毛幹細胞に近い性質を有するBeWoをFor8kolinで分化誘導し，HERV発現の変化とHIV感受性を解析する  
⑦’絨毛癌細胞株あるいは培華絨毛細胞におけるHERV発現をsiRNA法やポリアミド捷で抑制し，HIV碩矧こ及ぼす影  

響を検討する．  

⑧マラリアや結核など偶発感染症が胎盤におけるHIV複製に及ぼす影間を検討するため，培兼絨毛癌細胞株にTLRl－  

9アゴニストを加え，HIV裡製効率とともに，胎盤機能の指標としてhCG産生，増殖速度，分裂細胞分画，ならびに  
HERV発現を検討する．  

⑨ ラオスにおいて採取したHIV陽性妊婦の胎盤ならびに椚郡血検体で，子宮内での垂直感染が成立した症例と成立しな   

った症例のマイクロアレイ解析ならびにプロテオーム解析を行う  

⑩ サイトカインによって誘珊されるSOCS発現がHIV感染細胞で修飾されるや否を検討する  

⑪ HIV感染時における細胞内の調節遺伝子の役割について解析するため、目的とする遭伝子の発現を特異的に抑制で   

きるsma11interfering RNA（siRNA）法を用い，SOCSに対するsiRNAがHIV複製やサイトカイン産生に及ぼす影響   
を解析する。  

⑫ HIVがproviruSの形で持続感染しウイルス粒子の複製が生じている絨毛細胞にHIV感染によりapoptosisに陥る   
fCFrYG－1細胞を細胞融合、あるいはKHYG・1細胞cI）NAライブラリより分離した遺伝子を尊入し感染細胞にapoptosis   
を誘導する因子を検索する   

実鹸 ③④⑧⑨は前記の理由でラオス渡航ができず、現時点では実現できていない。  

①②⑤⑥については、教室で維持している絨毛癌細胞株BeWo，JEG－3，JARならびにYale大学より   

分与された正常ヒト初期絨毛細胞株H8，SW71にHIVを感染させ，培養上清中のp24をELISAで検   

出、あるいはprovirusDNAの証明を試みた。その結果，JEG－3は中等度の感受性があるのに対し   

て、未分化なBeWo，JARはHIV（LAI）に対して全く感受性がみられなかった．BeWoはForskolinで   

分化を誘導することによりHIV感受性が誘導された。しかし、未分化なBeWoと分化誘導したも   

のでは syncytinを含めて数百の遺伝子発現に差があるが、いずれが感受性を規定しているか   

は明らかではない。一方、HIVレセプター分子であるCD4はいずれの細胞も発現せず、これがT   

細胞やマクロファージに比較してHIV感受性が約100分の1の低効率である原因と考えられた。   

CXCR－4発現は分化誘導による影響を受けなかった。HIV／HERV chimericvirusの分離は現時   

点では不成功である．また、SynCytin発現の誘導はHIV複製に影響与えず、独立した現象と考   

えられた。  

⑧ TLRアゴニストによる影響ではTLR－7．8アゴニ大トはH8細胞，分化誘導されたBeWo細胞に   

おけるHIV複製を濃度依存性に抑制した。TLR－3アゴニストであるpolyICも同様の作用があ   

ったが、これはIFN－βの誘導を介するものであった。  

⑩ ⑪ ⑫については現在検討中である．  

追記1）臨床的解析では，ラオス人民共和国サバナケット病院では4例のHIV陽性例があり、セタ   

テイラート病院ではHIV／high risk HPV陽性患者8例を登録した．特にHPV陽性者は自己採取   

スメア標本でHPVの検出が可能であり、確定診断としてのPAPスメア、HIV精密検査との組み合   

わせにより CSWなどハイリスク患者抽出に有効性が期待できる。胎盤の冷凍検体とパラフィン   

ブロック，CDNAは現地で保存されており、渡航が可能であれば研究を継続する予定である。  
2）HIVの経胎盤感染と比較するために、インフルエンザウイルスの絨毛への感受性を検討し   

た。その結果、HIVはsyncytialtrophoblastに感受性が高いが、CytOtrOPhoblast，invasive   

trophoblastには殆ど感受性がないこと，一方A型インフルエンザウイルスはcytotrophoblast，  

invasivetrophoblastに感受性が高いが、SynCytialtrophoblastには殆ど感受性が低いこと、両   

ウイルスはともにtrophoblastにapoptosisを誘導することが明らかになった。慢性感染症であ   

るHIV感染と急性感染症であるインフルエンザでは胎盤関門は異なった戦略をとっている可能   

性があると考えられた。   
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注：該当する種目を○で囲んでください。  1 種 目  一般研究（個人研究）／  ／総合研究   

2 研究課題  

鯨類における循環器機能に関する研究  

3 研究の目的   

①  橋樗ほ乳『であかト型畷環レくンドゥイルカ笥）は一陀的に日本各他の水練柏で飼育されている。イルカ苛は高度な知能およびコミュニケーショ   
ン佗力を持つものとして古くから帝℡学的研究や生軍学的研究がfl力的に行われてさた．しかし、循環鰐職位や呼吸器職位など、ほ乳環としての基本的   
な生理学的研究はいまだに研究が浬んでいない。輯月（イルカ顆）は水中生活をすることで、聞環門梢㌍が多いに関与することは明らかであるが、まだ   
解明されていないことが非常に多く存在している。例えば大型鮒クジラ顆のマッコウクジラは租であろダイカ‾ウイカを求めて数百メートルの澤惰に潤行   
することが知られているし、また小僧のイルカ謂でも水面上数メートルに達するジャンプを行うなど補任の運動鴨杷を祈しているのは周知のと裳；り・Pあ   
る．これらの放々が一般曹で知り得る内容や水ナt館で見られる高密な薄動碑育引こついての詳細な研究門聾1士現在よでのところ存在しない。本研究では小   

型蝦部のなかでも多くの水族館でた司育されているイルカ領に対して臨拝た〔フこ学的にアプローチを用いて鞘申符阻檀こついて研究を行うことせ主帽とし   
ている。   

の  本研究ではバンドウイルカの他にミナミバンドウイルカ、シワハイルカ、オキゴンドウクジラせ使用して各稚イルカ所の心覇周ならびに胸部レン  
トゲンなどの臨床榛東データの正常明の確定を行うことと、裡潤滑育として重要な腎臓ならびに乗用血球の職能を畑周博雅減らぴに分子生物学的手法を   
用いて明らかにする予定である。本研究で縛られたデー外甘侮甥哺乳珂の基礎的データとなり世界中の水族館等で利用される可能性がある。   

③  循環器関連ではバンドウイルカ生体を使った粥昏として心常闇検束を行った研究がl椅のみ存在する（HamulinR．L．，1970）。これ以降はいまだに  
研究が連んでおらず、水族館では鞘市野蝶熱の陀斬が不可畦な状町である．艮体的な例として、イルカショーの輝躊が岡♯な間捧が断に飽きやすい性格   
なのか浮動に耐えられない状噂なのか判斬に苦しむ坤合があるという話を聞く．  

4 研究の概要  
①循環器検査の実施：主に′ト型鯨類（バンドウイル丸 シワハイルカ．ミナミバンドウイルカ）を用いて検束を行う。  
心椚河検死 胸部エックス楕棒充，飼育甚棉兼，血液梯充の栗植を干定している．  
1）心電図検査：イルカ丹をステージ上にあげ心椚阿の吼嘩を漂着し測定を行う．  
2）胸部エックス線槍先：イルカ環を担架に乗せ、クレーンでつり下げた状態で清影を行う。  
3）超音波検査 イルカ頂を洩簡プールもしくは杓異に乗せた状態で賽袈ナる。  

A）心 臓：胸禦外郡上り心機の什珊ならびに純値を軌定する（樫山草，円相中）。  
B）腎碑把：洗いトレーニングプールにイルカを持和し、堺市蕨ブロープを棺郡外憫にあて腎血究量のホ怒を行う．  
4）血液検査：血球検充（CBC）ならびに血活生化学穣汽（Albumin，TbtalProtein，BloodNitrogen，Creatinin，ALTIASTALKRGGT等）を行う。  
5）循環器内分泌検査：AtrialNatriureticPeptide（ANP）．BrainNatriureticPeptideCBNP）を行う（外部掃兼構間へ外注）。  

②病理学的腎機能評価：水旅館にて悍存しているすでに死亡した個体の腎繊（ホルマリン田津済み）を利用して鴻堵ほ乳狩斡覇と考えられている腎蝉にお  
けるi†f血馳杷イン組織病理学的に押庸する。これらの培製は椚礪日の紳凛欝極東で釆順子定の咋手闇値の墳滞煎検琵：ヤ果」と比綿棒射される。  

③末梢血球機能評価：生特上り採取された血漕に対して分子生物学的手法を用いてた球の各職陸を「や生は孔腎と比較検討する。  
④生理機能評価：海棟ほ乳類としてイルカ特有の生理学的な鵠饅を上記の各稚検束、とり解釈を加える。  

（訃特殊心筋線維の病理組織学的検索：死亡個体の心精の組購切片上りフルキンエ持株素行を躊！写し鴨生ほ乳類との比較を行う．この布製は心¶国検査と比  
帖購㌍ほれ1J  

¢り研究笑鮪場所：研究の舞妓坤所は沖躊県ホら潜水種軒を予定している．春水棟師は昨年度lこ本研死グループと共同研究を行うなど罪績がある．また引き  
F二さ本拝プこに対しても協力を寺てiら九ろ状噂となっている．また研究に必喀な根閏はすでに水練析に紀博されており、本学で行う榛東についても韓き別土すで  

にだ性差である。したがって本研究を？さ行するために餌たな樗朋せ欄入する必旦はなく、主な花費支出予定は沖縄までの交通闊・宿泊膏ならびに研究運行  
の㌍に生じる†押柁晶である。  

5∴研究拘儒（共同研究・総合研究のみ汚当します）   

・研究代表者  

岬江 洋：研究の総括および臨床的鞘祭器楕究担当  

・研究分担者〔i細分担）  

蕪友忠昭：崎呵の腎鵠能担当  

伊搾環也：熱頸の末梢血球渇佗担当  

給水英和：館照の生理手蔓倍担当  

否） いずれかを○で囲んでください。否の場合は，理由書を添付して下さい。   ※ホームページ等での公開の  
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氏名：鯉江 洋  部科校名：生物資源科学部  

6 研究の結果（総合研究の研究代表者は，4，000字以上記入してください。）  

実験① 循環器検査の実施  

実施場所：沖縄美ら海水族館、大分マリーンパレス  
主に小型鯨類（バンドウイルカ，シワハイルカ，ミナミバンドウイル丸 オキゴンドウクジラ，  

カマイルカ）を用いて下記の検査を実施した。   

1）＼心電図検査：イルカ飼育プールの水を抜き、プール底のイルカ額に心怒図の電極を装着し測  

定を行った（図1）。  

2） 超音波検査  

ハズバンドリー（訓練）によりオキゴンドウクジラならびにミナミバンドウイルカをプー  

ルサイドで横臥させ、検査を行った（図2）。  

A）心臓の描出：胸壁外部の肋間に超音波プローブをあて心臓の描出を行った。  

B）腎機の描出：超音波ブロープを腹部外側にあて腎の描出ならびに腎血流の描出を行っ  
た。  

3） 循環器内分泌検査：humanAtrialNatriuretic Peptide（h・ANP），Brain Natriuretic  

Peptide（BNP），NT－PrOBNPの測定を行った。   

図1．   
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部科校名：生物資源科学部  氏名：鯉江 洋  

研究の結果（つづき）  

実験（Dの結果   

1） 心電図検査：健常なミナミバンドウイルカ（4例）ならびにオキゴンドウクジラ（4例）  
の平均心電図を測定することができた。両鯨類とも陰性S波を示し、陸上晴乳類である牛と  

非常に類似した波形を示すことが明らかとなった。鯨類は遺伝学的にも偶蹄類と近縁である  

ことが指摘されているが、本研究での心電図波形でも同様のことが示唆された。さらにミナ  

ミバンドウイルカは非常に深いS波を示すのに対して、オキゴンドウクジラは浅いS波とや  

や高いR波を示した。これらの相違については両鯨類の大きさが異なる（ミナミバンドウイ  

ルカ＜オキゴンドウクジラ）影響が出たのか、心筋内の刺激伝導系の走行が異なるのか断定  

はできなかった。また不整脈（第2度房重ブロック）の症例が2例で確認されたが、出現頻  

度が非常に低かったため、日常の生活には問題のないレベルであるものと判断した。   

2） 超音波検査：  

A）心臓の描出：心臓検査用のセクター型プローブにより心臓の描出を試みたが、小型鯨類  
は吸気時の肺拡張により心臓が肺で覆われ、胸壁から離れてしまうため、心臓そのもの  

の描出は可能であったものの詳細な計測は困難であった。心臓描出には超音波プローブ  

を食道内に挿入して内部より心臓ヘアプローチが必要であると思われた。  

B）腎臓の描出：腹部検査用のコンペックス型プローブにより、比較的容易に腎臓の描出が  

可能であった。これからの課題としては腎臓内へ流れ込む血液量と腎臓外へ排出される  

血液量の測定を試みる予定である。   

3）循環器内分泌検査：ヒトの循環器検査で行われるh－ANIIBNIミNT・prOBNPの測定を行った  
ところ、h・ANPのみほとんどの個体で測定値が得られた。BNPならびにNT・PrO BNPは  

臨床的に優位な値を得ることができなかった。   

実験（∋病理学的腎機能評価  

サンプル供給先：沖縄美ら海水族館   

ホルマリン固定済みの腎臓の病理組織検査を実施したところ、海棲ほ乳類特有と考えられていた  

腎臓の造血細胞の存在は否定された。   

実験（診末梢血球機能評価   

本年度は予定を変更して、イルカ骨髄における造血機能評価を行った。   

実験④生理機能評価   

生理機能として鯨類の浸透圧調節の研究を継続中である。   

実験⑤特殊心筋線維の病理組織学的検索  

サンプル供給先：沖縄美ら海水族館   

ホルマリン固定済みの心臓の刺激伝導系についてマクロ病理学的に描出を行っている。   

まとめ   

本研究助成金により、いままで明らかにされていなかった鯨類の循環器機能について多くのこと  

が明らかになった。本研究で得られた結束は第15回野生動物医学会（富山）で口頭発表の予定で  

ある。本研究の報告により、小型鯨類を飼育している国内外の水族館に対して、臨床獣医学的に有  

益な情報を提供するものと確信している。  

注：必要に応じて．このページをご使用ください   




